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はじめに

　テニスの歴史は非常に古く，その起源的球戯（球技ではなくて）に

ついては明瞭にわかっていない．メンケ（Frank　G．Menke）はこの

ことについて，rコート・テニスの起源は大昔の霧の中に包まれてい

る」一“The　origin　of　court　temis　is　s五roude（i　in　t五e　mists　of

antiquity”という文学的な修辞を用いて表現している1）．Menkeの

この表現の揚合，be　shmuded　in　mistにはもちろんr霧に包まれ，

る」とか，r霧の中におおい隠され’ている」という意味があるのだが，

ある語学者の話では，shroudという単語を用いたのは，単に包まれ
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ているという意味でなく意図的な使用だという，それはrshroud」に

はr経帷子…きょうかたびら」とか，r死体にきょうかたびらを着せ

る」という意味があって，紀元前に行なわれていた大昔のrテニスの

元祖的遊戯」はすでに死体のようなもので，記録も残されていない何

千年もの長い時間という霧の中に包まれて埋没されている，経帷子に

包まれたテニスの過去の実体はとうてい明らかにはなし難いというこ

とを表現するために用いたのだろうということであった，

　すなわち，テニスの元祖は，B。C．500年頃のエジプト，またはペ

ルシアに発しているといわれたり2），ギリシアやローマでは現在のテ

ニスとつながりがあると見られ，るLapaumeに似たゲームで，ハン

ドボール（Game　of　handba11）という球戯が行なわれていたという

説がある3）．たとえば，Modem：Physica1Educationの第22章

Tennisの項には，“Tennis　was　derived　fro皿the　game　of　hand－

ball　which　originated　in　Greece．Handball　was　played　in　many

countries，but　was　not　popular　because　of　tlle　hardness　of　the

ba11．”と述べてある4）．

　このように，その起源が大変古く，その後の経過が単純でなかっ

たことは，テニスという名称が誕生するまでに，いろいろの名前で

呼ばれていたこと，すなわち，ファイブズ（Fives），ハンドボー～レ

（Han（1ba11），ラケッッ（RaquetsorR＆ckets），スクワッシュ。ラケ

ッッ（SquashR．ackets）ジュ・デ・ポーム（jeudePaume），スフ

ェリスティク（Sphairistike），など，さらにテニスという名が誕生し

てからも，コート・テニス（CourtTennis），ロイアル・テニス（Ro－

yal　Tennis），ローン・テニス　（Lawn　Tennis），ロング●テニス

（LongueTennis），フィールド・テニス（Field　Tennis），パドル●

テニス（PaddleTennis），プラットホーム・テニス（PlatformTen－

nis），クオイト・テニス（guoitTennis），デッキ・テニス（Deck

Tennis），リアノレ・テニス（Rea1Tennis），フリー・テニス（Free

Tennis）等々の主流分流各種形態のゲームに発展し普及したことか

らも容易に推察されるのである，さらに進んで，テーブル・テニス，
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バレー・ボール，バドミントンなども，現在では独立した立派な球技

の一種目となっているが，ゲームの形式からみれば，テニスの暗示を

受けて誕生したものである．

　また，テニスは日本に伝わっては，経済的および用具の輸入が不便

だったなどの理由から，日本独特の，軟式テニスが考え出され，一時

．は（大正末期）準硬式庭球という種目も行なわれたことがあった（準

硬式については後で詳述する）。

　このように複雑なテニスの歴史を評して，熊谷一弥氏は「丁度名も

知れない捨児のようなもので，幼時に打郷されながらも，持って生れ

た徳と善性とのために，やがては幸福を克ち得て世界に名を挙げるに

至るのと，ややその趣を同じうしているかに見える．その血統はどう

であるか，その先祖は誰であるか，又如何にして青年時代の苦闘を切

り抜けてきたか，と言うのは誰にもわからない疑問とされているが，

この競技が以前においても，現今と異なる形式で僅かながらも存在し

ていたということは，想像するに難くはない5）．」と述べている．

　このことから見ても，テニスの歴史をたどることはきわめて困難な

仕事であるが，できる限りその発生から発達の経過について明らかに

するのが本稿の目的である．

テニスの元祖

　平手でボールを壁に打ち当て，はね返ってくる球をまた平手で打ち

返して遊ぶ遊戯が，古くから自然の間に行なわれたことは容易に想像

されよう。これが発展して，一つの球を二人で交互に壁に打ちつけ，

その返球を相手に打たせ，相手に失敗を強いて，得点を重ね勝敗をき

めるという形になった，このゲームは手でボールを打ったことから，

ハンド・ボールと呼ばれたり（後にドイツで考案されたフィールドハンド

ボールー送球一とは全く別のもの），5本の指の掌を使うことからファィ

プズ（Fives）と名づけられたりした．（後年テニスという言葉ができ

てからは，壁テニスとも呼ばれるようになった）このファイブズは，

・一マの浴揚の産物であるという説もある6）からB．C．500年頃と思
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われる．

　このハンド・ボールは別にアイルランドでも始められ，イングラン

ド，スコットランド，ウェーノレズなどでも行なわれ，フランスに渡り，

ラ・ポーム（La　Paume）となって発展した．Paumeはフランス語の

「掌」の意であり，H：andよりは実際球を打つ手の平（パームP31m）

に重きを置いた名称である．日本ではあまり見られない球技であるが，

現在でも欧米諸国，特にラテン諸国では盛んに行なわれている。

　本来のハンドボールが壁の代わりに中央に土を高くしたり，柵をお

いて，二人が向い合い互にボールを打ち合うように進展したのがLa

Paume→Jeu　de：Paumeである。

　その頃用いられていたボールは，羊毛や髪の毛などを，布や革の袋

につめたもので，現在のゴム球に空気を入れたものよりは重く，コチ

コチで裸の掌でたたくという原始的な方法では痛みを感じたのであろ

う．やがて手袋を用い，さらに一層球のはね返りをよくするために指

の間に細ひもを張り，このひもが現在のラケットのガットに進歩した

といわれている．ラケット（Racket）の語源だといわれるアラビア語

の“rallat”7）およぴラテン語の“raha”8）はいずれも「掌」のことであ

る．すなわち現在のラケットは腕と掌の延長であり，はじめは木製の

バットが工夫され，それに続いて短い柄のついた椀（舟の擢）形のもの，

平たい板に片手で握りやすい柄をつけたり，平板を削って握りやすく

団扇型にしたものなどが作られ，柄のついた枠に羊皮を張ったり，羊

腸を絃（弦）として張ったラケットが完成された・このような経過を

経て完成されたラケットができ上がったのは15世紀末か16世紀に

入ってからであった9）、ラヶットのガット（gut）は，もともとは，消

化管とか腸の意味で，ラケソトには羊腸が最高の弾力があるとして愛

用された．この他に羊の腸は紐のようにして外科手術で縫い合せ用に

使ったり，釣糸の“てぐす”やバイオリンの弦などにも用いる。最近

はナイ・ン・ストリングが非常によくなり，テニス界にも大きな貢献

をしているが，しかし弾じきにはやはりS漉ep　gutの微妙さが最高

だといわれている．科学の発達した現在でも，このガットだけは人工
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が自然に勝てないというわけである．しかし一般にはこのナイロンの

出現はラケットの量産に大きな福音であった．ラケットのガノトとい

えば，今日では腸の意は薄れて絃の意となってしまった感がある．盲

腸のことをThe　blind　gutということから，もう一度羊腸がラケッ

トに果たしてきた功績を称えてやる必要があろう．

　注

　　1）　F・G・込lenke，The　Encyclope4ia　of　Sports，1963，P・891・

　　2）　Univ，of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，Vo1．13，

　　　p．7911E（｝・Menke，The　Encyclopedia　of　Sports，1963，p，891

　　　～21石黒修，テニス，昭和44，p．101大谷，野口等，体育大辞典，

　　　1957，p，7501玉川大学，玉川百科大辞典，昭38，29巻，p，507・

　　3）　Univ・of　Cambridge，Encyclope（1ia　Britanica，1911，Vo1・26，p・

　　　628；AmeL　Book－Stratford，Mo（1em　Reference　Encyclopedia，

　　　1969，Vo1，19，p，361F。G．Menke，The　Encyclopedia　of　S卸rts，

　　　1963，p。892；堀田登，近代スポーツ発展の系譜，昭42，p・143・

　　4）　Gerald　J．Rase，Irwin　Rosenstein，Modeτn　Physical　Education，

　　　1966，p，207。
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熊谷一弥，テニス，大正12，p。1－2。

堀田登，近代スポーツ発展の系譜，昭42，p．130。

F．G．M：enke，The　Encyclope（1ia　of　Spoエts，1963，p。892。

平凡社，世界大百科事典，1969，15巻，p、595・

久保圭之助，テニス，昭38，p201．

テニス用語の起源

　Tennisの語源

　テニスの元祖は，手の平で球を打ったことからファイブズ（Fives）

とか，ポーム（Lapaume，jeu（1epaume），ハンド。ボーノレ（Hland

Ba11）などと呼ばれていたことは前述したが，これが1360年1）頃イ

ギリスに入って“テニス（Tennis）”と名づけられるようになった．

　このTemisなる名称の起源についてはいろいろの説がある．ま

ずEncyclope（1iaBritanicaのTemisの項のHistoryの部を原文

のまま引用してみよう．

　　捌3むoγ鮎一Temis　may　well　be　called　a　royal　game，having　been
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popular　with　various　kings　of　England　and　France，though　it　is

fanciful　to　comect　it　wit五Ho皿er，s　Nausicaa，princess　of　Phaeacia

　（0吻33．vi．115），who　is　represented　by　him　as　throwing，an（1

皿ot　as五itting　the　ball　to五er皿aids　of　honour・In　the　ba11－games

　of　the（｝reeks　a箕d　Romans　we　may　see　the　rudiments　of　tlle

　Frenchゴ廊48p側隅8，which　is　undoubtedly　the　ancestor　of　mo一

　（1em　temis　in　a　direct　line．The　oτigin　of　the　name　is　quite

　obscure．Some　give　a　numerica1（1erivation　from　the　fact　that　Zα

　Zoπg％θμ％皿θwas　played　by　ten　playersンfive　on　each　side　l　others

　regard　it　as　a　corruption　of砿剛s（sieve），for　in　a　form　of乙α

pα賜η乙8the　server　bounced　t五e　ball　on　a　sieve　an（1then　struck

　it：tllere　is　no　possibleτeason　for　connecting“tennis”with　the

　term　Tenois，or　Senois　l　most　probable　is　the　derivation　from

　Tθ％2ノ（Take　it！Play！），especially　when　we　remember　the　large

　number　of　French　terms　that　adhere　to　t五e　game，ag，，g7昭θ，むα鵠一

　bo％γ（dτum，ffom　the　sound　on　the　bo＆rd　that　formed　the　face

ofthatbuttress）昇nd躍郷・

　Homerは，彼の物語のなかで，P虹aeaciaの王女Nausicaaが女

官たちにボールを投げかける　　ぶっつけるのではなく　場面を描

写しているが，それとテニスとを結びつけるのは，奇抜ではあるがや

はり，イギリス，フランスの国王たちの間で盛んであった関係から，

テニスは王侯のゲームである，といってよかろう、ギリシア，・一マ

人の間の球戯のなかに，まぎれもなく現代のテニスと直接つながって

いるフランスのjeu　de　paumeの原型がみられる．その名の起源は，

非常にあいまいである．1a　Iongue　paumeが片側5名ずつ，計10名

で行なわれることから，数より派生した名であるともいわれ，また一

説には，tamis（ふるい）のなまったものだ，とするものもある．そ

れは，1a　paumeでは，サーバーがふるいの上でボールをポンとはず

ませ，次にそれを打ち出すからである．“テニス”をTenois，あるい

はSenoisと結びつけるのは無理のようである．もっとも確実性のあ
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るのは，Tenez（取れ！，そら！，プレィはじめ！）という語からの派生

である．特にこのゲームに関連する多くの用語，たとえば，grilleと

か，tambo蟹（buttress…ひかえ壁の面を形成している板の上での音にちな

んで太鼓という意）やdedansなどがフランス語であることを思い合わ

せると，そういえるわけである。

　MenkeのThe　Encyclopedia　of　Sports（P，892）によれば，temis

という語がフランス語の“tenez”から来たというのは，Mr，Jusse－

randの説であるといい，有名な英言語学者W．W．Skeetもこの意

見を支持していると述べている．

　以上のように，テニスの語源には，1a　longue　p＆umeというテニ

スの原型が10人（ten）で行なわれたことから由来したという説と，

1a　paume（15～16世紀にフランスで流行したテニスの源となった球戯）で

用いたtamis（フランス語で，ふるいの意，英語のsieve）から出たとい

う説があるが，この二説よりも確実性があって，多くの人から支持さ

れているのは，“Tenez！”説である．すなわち，フランスに旅して，

このゲームを見たあるイギリス人が，帰国して，それを自国に伝えよ

うとした際，不幸にもフランス語の素養があまりなかったため，そ

のゲームの名称をきかれたが，返答に困り“Tenez”と答えてしまっ

たらしい．“Tenez”とは，フランス語‘‘tenir”の命令法で「さあ！」

とかrそら！」という意で，ゲーム開始の際にサーバーがこの掛け声

を叫んで打ち始めるならわしになっていたので，彼の耳に強く残って

いたのであろう．英語なら“Take　it”とか“Play　ba11”というのと

同じである．これが英語式綴りのTennisとなって広まったというの

が本当のようである2）。そしてこのrtennis」という言葉が作られた

のは，1360年3）のころだと，いわれている。

　木村毅著のr日本スポーッ文化史」を見ると，

　　“明治36年の暮にさしかかった時だが（当時私は尋常小学校の

　4年生），先生が校庭の一部に白い兎網のようなものを張って，球

　をポンポン．うち出した．打つ前に球をかかげて，相手に向い「ノー

　ティス」という．rインキ」とかrランプ」とかいう日本化したの
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　ではなく，生のままの英語を私がおぼえた最初の字は，このノーテ

　ィスだった．つづいてネット，ラケット，またはワン・ゼロとかア

　ウトとか，ノーカウントなどの言葉もおぼえた4）．”

　と述ぺている．これによると日本でも，明治頃のテユスは，最初に

打ちだす者が相手にrnotice」と呼ぴかけて注意を喚起していたこと

がわかり，もちろんこれはナマの英語であり英米でもこのような形で

行なわれていたことが明瞭である．まったくフランスでの‘‘Tenez”

〈トネ！＞と一致している．

　さらにrテニス」なる言葉の起源説として，エジプトのナイル河口

にあった古代都市の名前rTinnis」に由来するという面白い説がある．

このことについては，MenkeのTheEncyclopediaofSportsに次

の如く述べてある5）．

　　Another　theory　is　that　the　name　tennis　was（ierived　from　an

　ancient　city　on　tlle　Nile　R．iver　Delta　in　Egypt．丁五e　city　was

　named　Tallis　by　the　Greeks　but　in　the　Arabic　tongue　it　was

　called　Tinnis．Late　in　the12th　Century，accoτding　to　this　theory，

　Fremh　Crusadefs　brought　back　fro皿the　Arabic　speaking　coun－

　tries　certain　wor（1s　and　forms，One　of　these　was　the　Arabic　wQrd

　“rahat，”It　means　palm　of　the　lland　and，accoτding　tQ　scholars，

　is　t五e．origin　of　the　English　word　racquet，Another　Arabic　word

　was　hazard，meaning　dice　and，1ater，chance。Eazar（1，is　a　term

　use（1today　in　court　tennis．

　　The　city　of　Tinnis　was　known　for　its　manufacture　of　fine　li。

　nens，and　the　earliest　balls　used　in　tennis　were　made　of　light

　f＆bric．guite　possibly，according　to　this　theory，t五e　famous‘‘tissus

　（1e　tennis，”or　light　fabrics　of　tennis，may五ave　been　the　source

　fronl　which　the　name　of　the　game　was　derived．

　これによると，アラビア語ではTinnis市だが，ギリシア語では

Tanis市で，このTanisという地名は現在でも，ナイル河口，デル

タ地帯の詳細な地図には載っている（The　Times4tlas　of　the　World，
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7g　Plate参照）．すなわち，カィ・市の東北方約110kmぐらいの所で，

マンザレ湖（Lake　Menzala）岸の東経31．9度，北緯30．9度の所に

ある都市である．

　このTimis市は，よいリンネルの産地として知られていた所であ

り，大昔のテニスボールは軽い織物を用いて造られていたので，rTi－

nnisの織物」ということが起因となって，ゲーム名が由来したのだ

ろうというのである．

　テニスなる名称の起源説は以上のようなものであるが，15世紀に

はイギリスにおいて，テニスのスペルは，「Teneys」「Tennys」「Te－

mes」「Tenis」「Tenise」6）などがあり，その他rTenys」rTenetz」

など7）も用いられた．

　中国語ではテニスのことを網球（ワンチュウ）といっているのも，

前述の木村氏の“白い兎網のようなものを張って”といっているのと

思い合せて大変面白い．

　ついでながら日本でBase　Ba11を野球と訳す前に，“低球”として

使った文献がある．常識的には庭球のミスプリントではないかと思う

であろうが，確かに野球であることは，ピッチャー，キャッチャーな

どと共に用いられている点からも明らかである．それは，明治31年

5月1日発行のr太陽」という雑誌に，

　　“さきに東京第一高等学校学生は，横浜において，東京において

　外人と技をきそい，高点なる勝利を得てければ，忽ち海外にも評判

　つたわりて，今回はチャンのチャンと称せらるるエール大学遊技部

　のビッチャ・一，キャソチャー主唱となりて，第一高等学校遊技部へ
　　　　　　の　　　　　　　じ　　　じ

　書をよせて低球競技をいどみ，貴校学生弊国に渡航せらるるか，我

　れ貴国に渡らんか，いずれにしても旅費その他一さいの費用は，敗

　者負担の事たるぺしと申こみたりと云う．奮起して渡航すべし”

とある。当時第一高等学校はべ一スボールで日本において断然強く他

に敵がなく，海外からもこのような挑戦を受けたわけである・正岡子

規が明治20年前後のべ一スボールについて多くの文章を書き残して　・

いる中に，
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　　　‘‘べ一スボールはいまだ訳語あらず，今ここに掲げたる訳語は吾

　　等の創意にかかる．訳語適当ならざるは自らこれを知るといえども，

　　勿卒の際改訂するに由なし”

　といい，ホーム・ベースを本基，セカンド・べ一スを二基，ショー

　ト・ストソプを短遮，ホームインを廻了などと書いている．

　　したがってベースボールの訳語がなく，明治31年に雑誌“太陽”

　がr低球」と訳したのは，ベースボールのrB＆se」を基底，基盤，底，

　土台などの直訳から考案した訳語で，正当な理由があったと考えられ

　る．その後野球なる日本語が作られ，・一ン・テニスが庭球と訳され

　たのは対照的で，大変上手な優れた言葉であると思う．Foot　ba11を

　中国では足球（ッウチウ）といい，日本では蹴球と訳出している。

　Basketba11を籠球というのは，全くの直訳であるが，バレー・ボー

　ルはVolleyba11であり，正しくはヴォレー・ボールと発音すべきで

　あろう．Volleyとは，球が地につかないうちに打ち返すことで，日

　本語の排球の訳は，球を両手で押しひらくようにして突き返すという

　意味から作った名前である．同一スポーッの各国名称を訳出，比較す

　るのも面白いことである。

　　ラヴ（10ve…零点）の起源

　　現在，硬式テニスの試合において，審判員が，得点を数える時に使

　用している言葉は，軟式テニスとは異なっていて，無得点（零点）の

　ことを「ラブ」（Love）といい，1ポイントをフィフティーン（Fif－

　teen），2、点をサーティ（Thirty），3、点をフォーティ（Forty）とい

　っている．この唱え方は軟式テニスなどと違って特殊であるが，その

　由来について，これまた各種の説がある，

　　零点をラブ（Love）ということについては，もともとフランスで

　零点の時に，Oeuf（ウフ）と呼んでいた．“Oeuf”とはフランス語で

　卵のことであり，卵はその形がoの字と同形であるところから零に通

　ずるとして，シャレ好きのフランス人が茶目気を出して呼んだのであ

・　ろう．ところが，前述のイギリス人がフランス語の心得がなかったた

　めに正確に伝え得ず，Oeufを10veと発音してしまったらしい．あ
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るいはOuefに冠詞をつけて1’oeuf（ルーフ）英語ならthe　eggと

してしまい，それが英語のLOveになってしまったのだという説で

ある。別の説としては，英語で「for10ve」には「無料で」とか「無

報酬」という意味があるので無が零に通ずるとして，零点を10veと

唱えるようになったという人もある，この10veはホイスト（4人で

やるトランプ遊ぴの一種）ンテニス，フットボーノレなどにおいて，無得

点を表わすのに使用される語となり，零点の側がラブ（10ve）と呼ぱ

れるようになり，これがテニスのカウントに使用し始められたのは

1678年のことである8），という説もある．

　また一説には，テニスが庶民の間にはやった頃，盛んに賭け事に用

いられた時代があり，そのときrただ」の意味でラブが用いられたの

だともいう．Neitherlovenormoney（ただでも，金をもらっても

いや）の10veのように，と太田氏は述べている9）．このNeither

10ve　nor　moneyは元来はr色づくでも金づくでも」とか，r義理づ

くでも金づくでもいや」という意味から，金尽く，すなわち日本の金

を山ほど積んだとて，嫌なものはいやという意であろう．

　Fifteen，Thirty，Fortyを使用した理由

　硬式テニスで，得点1，2，3を，フィフティーン，サーティ，フォ

ーティと呼称した来歴は明らかではないが，・一ヤル・テニス時代に

採用されていたコール法をそのまま習慣的に踏襲しているらしい．

　これについての説明には次のようなものがある．

　硬式庭球の得点の呼称には特別な用語を用いている．

　　0……10ve　　　　　　　3……forty

　　1……fifteen　　　4……game

　　2……thirty

　これは，フランスの貨幣の数え方に起源があり，テニスが賭の対象

であった時代のなごりだといわれている10），

　また，E・1・Driverは，“中世にはいって，テニスはイギリスに伝

わり，そこでは貴族の間で行なわれた・得点法は複雑を極めて，一般

の人には理解できなかったし，コートに莫大な費用がかかったので，
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金持ちの独占物となってしまっていた．1874年になって，初めて得

点法が簡単になり，ルールは簡単な屋外芝生コートに適するものとな

った．個々のポイントを記録するのに，fifteen，thirty等汝を使用す

るのは，次のようにして説明される，チェース（chase，テニスの打法

の一種）またはセパレート・プレーは1，2，3……とスコアされ，15チ

ェースで1点を与えた，そしてゲームは4点または5点で終了した・

これはテニスの研究家が推量したいくつかの説明のうちの一つである

が，こ．れが正しいように思われる11）”，と述べている，

　このことを裏づけるかの如く，福田氏は，“スコアはrラケット」

（こ乙では一種の競技）のものを採用した．すなわち，打ち方と受け方

とにわかれ，打ち方だけの点が記録され，打ち方がポイントを失えば

受け方となる．いずれか一方が15点（エースという）を取ればゲーム

になる．ただし双方が13点ずつ取った揚合は，サーブする前に受け

方は，セット5か，セット3かいずれにするかを宣言する。つまり，

その後5エース取るか，3エース取るかという意味である．また14

点ずつになった揚合は，受け方がセット3にする12），”と書き，さら

に，“1787年にヘンリー・ジョーンズという人が，全英クラプに・一

ン・テニスを追加採用した．規則委員が任命され，鼓形のコートを長

さ78呪，幅27呪の長方形に改良し，rラケット」のスコアの代わ

りに，rテニス」のスコアを採用した．すなわち，15。30，40．というゲ

ームの記録法13）である”，といっている．

　堀田氏は，チェースについて，“コート・テニスの複雑さは教会の

回廊や酒揚の中庭の特徴をふくむコートの歴史に基づいている、同一

コートはどこにもない。ローン・テニスやラケソトと異なる主な点

は，コートの構造とチェース（Chase），すなわちプレーシングが得点

対象になることである14）”，と述べている．プレーシングはplacing

でplaceは揚所，地点であるから，ある揚所をねらって打つ，すなわ

ち“ねらい打ち”である．

　また，太田芳郎氏は，フィフティーンもサーティもかけのときの金

額のつごうともいわれる，と書いている15）．
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　さらに太田氏は，“試合開始のとき，アムパイヤが審判台の上に立

って，しかつめらしい顔をしてrラヴ・オール（10ve　a11）」という．

上品なゲームであるから，まずrすべてを愛せよ，アーメン」と祈っ

てから始めるのでもあるまいが・どちらかが1点をとると，fifteen

love，または10ve　fifteenとなる．前者は「娘15の恋心」となり，

後者はr15の娘に恋をせよ」ともきこえて，何だかおかしなものだ”，

と，英語学者らしい冗談を交えて書いている．

　10ve　a11でrすべてを愛せよ」と始まる硬式テニスは，まずサービ

ス（Service）で始まるわけだが，service本来の意味は奉仕（serve

の名詞形）で，その意味からすれば，相手が返球しやすい，ゆるい球

を相手に提供すぺきなのかも知れない．サーヴとかサービスという言

葉は二うした意味で使われだしたのかも知れないが，試合ともなれば，

そんなことをいっていられない。相手が打ち返し得ないような強サー

ビスによって，Service　aceを得ようとしているのが現実の試合方式

である．

　試合が進んでどちらも3点ずつとるとデュース（Deuce）となる．

これからは2点の差がつかぬとゲームにならない，そこで「あと2点

とったら」の意味でa　dueからフランス語のa　deuxとなり，それ

が英語のdeuceとなったわけである．デュースのつぎに1点とると

アドバンテージ（advantage）であるが，これはフランス語のアヴァ

ンタージュ（avantage）からきている，

　久保氏は“ポイントは次のようにコールされる．この呼称の語源は

明らかではないが，・一ヤル・テニス時代に採用されていた呼称を習

慣的に踏襲しているものと思われる，

　ラブ（LOve）…一……・ひ……一………・・0ポイントのこと

　フィフティーン（15）臼……………・…・…1ポイントとった時

　フィフティーン・オール・…・…………・…1－1ポイントの時

　サーティ（30）一…一……………………2ポイントとったとき

　サーティ・オール・………・……・…………2－2ポイントの時

　フォーティ（40）…………・…9………・…3ポイントとった時
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　デュース（Deuce）・…………・・…………3－3ポイントの時

　アドバンテージ（Advantage）・…・……・どちらの側でもデュース後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1点とった時

　デュース・アゲン（Deuce　Again）……デュース後2点連取すれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲームとなるが，1－1点と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なれば再びデュースとなる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これ，がデ昌一ス・アゲンで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある．

　サーバーの得点がいつでも先にコールされる16），”と述ぺている．

硬式テニスの得点の呼称の起源についての説明には以上の如きもの

があるが，どうもこれらのいずれの説明も納得のいくものとは思われ

ない，久保氏も述べているように，この呼称の語源は明らかではない

というのが現時点での結論であるというほかはない．

　注

　　1）　日本体協，現代スポーツ百科事典，1970，p，370．

　　2）　大谷要三，雑誌・学校体育（スポーツの起源一テニスー），昭25年

　　　11月号P。26．

　　3）　日本体協，1）と同じ，p。370．

　　4）　木村毅，日本スポーツ文化史，昭31，p・108・

　　5）　F，G。Menke，The　Encyclopedia　of　Spoτts71963y　p・192・

　　6）　太田芳郎外，庭球（キネシオロジーによる新体育・スポーツ新書

　　　5），昭43，P・14・

　　7）Webster，s　New　IntematiQnal　Dictionary，p．2356，

　　8）　H．L　Drlver，Temis　for　Teachers（小山又次訳，最新テニス教

　　　室），　昭　39，　p，17．

　　9）　太田芳郎外，6）と同じ，昭43，p．17．

　　10）　平凡社，国民百科事典5巻，1964，p．244．

　　11）　E。1。Driver，8）に同じ，昭39，P・17・

　　12）　福田雅之助，テニス（硬式），昭31，p．11，

　　13）　同上　　　　　　　　　　　　　　P・12・

　　14）　堀田登，近代スポーツ発展の系譜，昭42，p．44，

　　15）　太田芳郎外，6）と同じ，昭43，P・17・

　　16）　久保圭之助，テニス（ルール・ハンドプック）昭38，P・10・
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7ランスでのjeudepaume

　テニスの元祖的ゲームは，B，C。500年頃エジプト，ペルシア，ま

たは，ギリシァ，・一マでも行なわれていたと最初に述ぺたが，現在

のテニスに直接つながっているポーム（Paume）は，アイルランドで

ハンドボールとして始められ，イングランドを経て11世紀ごろフラ

ンスに入り，La　Paumeと呼ばれ，王侯，貴族の間に流行し，ルイ

十世，シャルル五世などはその熱心な愛好者であった．Paumeはフ

ランス語で「掌」の意である通り，はじめは実際r裸の手の平」でボ

ールを打ったものであった．

　屋外でも屋内でも行なわれ，屋外のものをLe　Jeu　de　Longue（長

い）Paumeといい・屋内のものを，LeJeu　deCourte（短い）Paume

と呼び1），Longue　Paumeは，片側5人ずつの計10人で行なわれて

いた2），

　フランスで最初のコートができたのは1230年であり3），以後急激

に普及発達し，ジュ・ド・ポーム（leu　de　paume）と呼ばれて16世

紀頃まで流行した。この球戯が1360年頃イギリスに渡り，フランス

のrTenez！」がなまってrTemis」の名称が誕生し，さらにそれが

フランスに入って「CourtTennis」とか，「R．Qya1Temis」と称され
た．

　このコート・テニスは中世紀において，全欧で行なわれ，近代・一

ン・テニスの祖となったものである。これは非常にぜいたくな設備を

必要としたので，一般庶民の手の届くところでなく，王侯貴族の問に

行なわれた一種の社交遊戯でもあった．昔は，見物するにもシルクハ

ットにモーニング姿と定まっていたほどで，現在でも，服装態度がや

かましく，エチケットやコート・マナーが重視されているのは，こう

した歴史をもっている一つの現れであろう．コート（court）という英

語には，法廷とか宮廷の意味があり，ROya1という英・仏語には，王

のとか，王族とかの意があることからも，この間の事情がうかがわれ

る・このようにフランスで宮廷の遊ぴであったことは，日本でr蹴鞠
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…けまり」が，皇極天皇（642－644）の御代から，長く大宮人の間で

行なわれていたのに似ていて，“Temis，king　of　games　and　game

of　king”（テニスはゲームの中の王様で，また王様のゲームである）

といわれたのも無理はない．太田氏の言葉を借りると，“大化の改新

の話し合いのキッカケは，ボールを蹴りそこねて，脱げてとんだ中大

兄の皇子の靴を，うやうやしくささげた中臣鎌足との・スポーッを通

しての親しみから始まったといわれるが，有名なフランス革命の際，

ヴェルサイユ宮殿の中のポーム遊びの場所CourtPaumeで，1789

年6月20日，会議が持たれ，その時の宣誓は，rテニスの間の宣誓

（Serget　de　Court　Pa質me）」としてフランス革命史にのこっている。

蹴まりとともに，しとやかな二つの遊びが，東西の大革命に縁がある

のもおもしろい4），”ということで誠に奇妙な因縁である・このように

フランスで城郭の中，宮廷内，僧院などに附属して造られたコートは

大変ぜいたくなものであった，

　すなわち　長さ110吠，幅38呪8吋の屋根と壁で覆われた屋内で，

長さ96呪，幅31呪8吋のセメント，または木の床上で，コートの

中央につくられた境界を越して，向う側の三方の壁にどこへでも手の

平でボールを打ち込み，相手はこれを直接または二度パウンドしない

間に再び手の平で打ち返すという競技のやり方であった．これが次第

に賭けの対象となり，いつとはなく世人から見棄てられるようになっ

た．15～16世紀頃はその隆盛を極め，当時パリーだけでも1，800余

のコートがあったという．現在でも欧州には，二のコートが20くら

い存在している．造作費は約2，000ポンドとの記録がある5）（The

costofatemis－couτtisabout£2，000）から，邦貨なら約200万

円くらいかかったものと思われる．このようにして本家のフランスで

は，いつの間にか衰徴してしまい，イギリスに起こった・一ン・テニ

スが世界に広まっていった。

注

1）　F．G．］M：enke，The　Eτ1cyclopedia　of　Sports，1963．p．892．

2）　Univ．of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，Vo1・262p，
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　628．

3）　大谷要三，雑誌・学校体育，昭25年11月号，p．26．

4）　太田芳郎等，庭球，昭43，n15．

5）　Univ．of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，Vo1，26，p．

　627．

イギリスでのテニス

　現在の・一ン・テニス（Lawn　Temis）は，イギリスに誕生したよ

うに思われているが，決して突然イギリスで行なわれだしたものでは

ない．手の平で球を壁に打ち当て返ってくる球をまた手で打ち返すハ

ンド・ボールがアイルランドやイギリスで行なわれはじめ，それが

11世紀ごろフランスに入ってLa　Paumeとなり，12世紀の初期か

ら16世紀ごろまで，ジュ・ド・ポーム（jeu　de　pau皿e）と呼ばれて

流行した．

　この室内競技としてのポームがイギリスに紹介されたのが13601）

年ごろで，テニスという言葉が使用され始めたものもこの頃であった

（このことについては，テニスの語源の項に詳述した）．

　La　paumeがフランスからイギリスに渡って始められたが，イギ

リスの愛好者，とりわけ僧侶達は，屋内のコートに莫大な費用（約

2，000ポンド2）・一約200万円）がかかることと，イギリスは芝生がよ

く生えることから芝生の上でやるようになり，屋外でも気楽に楽しめ

るので，ますます盛んになり，フランスで賭の対象となったり3），ぜ

いたく過ぎて一部上流階級のみの遊びであったりしたことから衰微し

たのに対し，その後は全くイギリスのものとなってしまい，1874年

にrローン・テニス」として生まれかわったのである．このためにテ

ニスはイギリスが元祖だと思っている人もある．

　フランスのjeu　de　paumeが，イギリス人によって，イギリスに

持ち込まれ，テニスという名前が誕生したのば1360年頃といわれて

いる・その後，現今とは異なる形で僅かながらイギリス国内に存在し，

1500年代に，イングランド南西部のSomersetshire州の人々が，芝
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生の上にテニスコートの形を方形に区画した線を引っぱり，その中央

に十文字の線を作り，この中でボールと網とを持って技を闘わし，エ

リザベス女王（1533－1603）の叡感に与ったことがあったという4）、

　このように，イギリスはハンドボールという原料をフランスに提供

して，これがフランスで，ジュ・ド・ポームとよばれる製品になりイ

ギリスに逆輸入されて，Temisと名づけられた・そして1365年に

は，エドワード三世（1312－1377）の命により初めてコートが作られ，

王自らもそれを好まれて，以後全イギリスに拡まったといわれてい

る5），

　15，16世紀頃にテニスのボールがフランスから非常に大量に輸入さ

れたので，イギリスの製造工揚であるrlronmongers’Company」は，

ボールに関する保護貿易を2度にわたって一最後は1591年一請

願したほどであった6）。

　さらに進んで，1767年には20人のクリケット・クラブ員に属して

いたWilliam　Hickeyという人が中心となって，・ンドンの郊外で

自分達で改善して名づけた「フィールド・テニス…Field　tennis」を

楽しんでいた7），

　1832年には，これとは別に，Field　Temisが行なわれた絵がある

し，1860－70年頃にはイングランドの各地において，だんだん興味

ある戸外のラケット・ゲームとして楽しまれるようになっていた・こ

れらの愛好者は，テニス・コートが高価過ぎて手が出せなかったので，

フィールド・テニスとして戸外で行なったのだということは，特にそ

の発達上忘れてはならない重要なことで，この苦肉の方法が・一ン・

テニス誕生の要因となったのである。

　1829年には，Lord　Arthur　H：ervey（アーサー・ハーペイ卿…当時バ

ス“Bath”およびウェールス‘【Wells”の僧正で，後にブリストル“BristoP

の僧正となった）によって，サフォーク“Suffolk”の彼の館の芝生でシ

友人達としたゲームが改良され，18世紀末には早くも，r野外テニス」

がクリケットの人気に匹適するものとしてrSporting　Magazine」に

説明されていた8）．
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　1873年12月のクリスマスのガーデン・パーティーの際，ビクトリ

ア女王の近衛騎兵少佐（Major）であったウォルター・ク・一プトン．

ウイングフイールド（Walter　Clopton　Wingfield）が，WalesのNau－

tolwyd9）という氏の所有地の田舎家で，来客達に芝生の上のテニスの

競技法を発表紹介した。これは昔から貴族のゲームとして行なわれて

きたコート・テニスを改作したもので翌1874年には，コートの区画

線をテープで作りr持ち運ぴのできるテニスコート」として特許申請

をした，そして氏はこれをスフェーリスティクSphairistikeと名づ

けた・Sphereには英語でも球の意があるが，sphairistikeにはギリ

シァ語で球技とかプレーの意味がある．彼の考案したコートは砂時計

型であった．

　この時，氏が発表したルール・ブックには，次のような言葉が書い

てある．

　　「テニス・ゲームは，sphairistike（ギリシア語で・・プレー”の意）

　の名で古代ギリシアにその源を求めることができる．そしてその後

　は，pilaの名で・一マ人によって行なわれた．シャルル五世の治

　世にはフランス貴族の粋なゲームであったし，ヘンリー三世の時代

　にはイギリスを風靡した．ゲームそのものがむずかしい，コート施

　設に少なからぬ費用がかかるため，最近（1873年当時）はすっかり

　沈滞してしまっているが，いまや・一ン・テニスの発明によって，

　これらの障害は過去のものとなってしまった．ローン・テニスは，

　コート・テニスの面白味をすべてそなえ，老若男女を間わず屋外で

　プレーできる長所をもっている」10）と．

　1873年，ウィングフィールドによって，ウェールズの芝生コート

に発表されたこの新しいテニスというのは，次のようなものであった．

　コートは縦60呪，横30呪で，芝とする必要はなく，表面が平滑

であればよい・形状は中央でくびれ’たいわゆる砂時計型で，中央のく

ぴれた部分の横幅は21呪で，この中央部に長さ21呪，高さ4吠8

吋のネットを張る。中央ネットと別にサイドネットもつけられていた

ことがWingfieldのコートの特色であった．プレーが2人または4
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人で行なわれたことは，現在のシングルスとダブルスと同じであった，

得点できるのはイン・サイド側（サービス側）に限られ，アウト・サ

イド側（レシーブ側）は得点できない．ただ相手側をアウトにするだ

けである．これは現在の6人制バレーボールと同じである・ゲームは

15エースできまる．13オール，14オールとなった時は，アウト・

サイドのプレーヤーは，3エースか5エースにセットする選択権が与

えられる（これはバドミントンのセッティングと似ている）．

　1874年11月に，Wingfeildは，前回の規定に若干の改訂を加え，

コートの大きさを84呪X39呪とし，砂時計型はそのままで，ネッ

トは渋引きとして天候にも耐えるようにし，使用後は張り綱をゆるめ

るだけで取り払う必要をなくした．またラインはチョークと水の混合

物で描くか，テープ，わらなわを張ってヘア・ピンで止めるという方

法とした。試合ルールにも改訂を加えた．

　1875年には，イギリス初期のテニスがヘンリー・ジョーンズによ

って紹介され，マリルボーン・クリケット・クラブ（MarylebQne

Cricket　club）の役員達の手で，統一規則書がつくられた．

　初期の試合はすぺてこのようなコートで行なわれた，ちょうどその

頃，たまたまウィンブルドンに置かれていた全英ク・ソヶ一・クラブ

（A11－England　Croquet　Club）が芝生コートをテニスのために提供し，

・一ン・テニス（Lawn　Tennis）という呼称が生まれた，

　第1回の選手権戦は，ここ．のコートで1877年7月9日，22名参

加して，A11－England　Croquet　and　Lawn　Tennis　Clubの主催で行

なわれた．二のときの最初の優勝者は，ロンドン生まれの，スペンサ

ー・ゴァ（SpencerW．Gore）というラケッツ（R．ackets）の名手で

あつた．

　この時にコートは砂時計型から長方形に変わり，寸法も78吠×27

呪と現行の大きさとなった，

　ボールは最初のうちは単なるゴム球であったが，1874年に，ヒー

スコート（」．M．Heathcote）という人が，裸のゴム球に白いフェル

トをかぶせた11）のが，現在の硬球の起こりで，1927年になってイギ
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リスで初めて縫目なしの球がつくられた。

　この第1回Wimbledonの全英選手権大会の開催によって，イギリ

スのテニス界は急に普及発展を示し，世界各地にまたがっていたイギ

リス領土はもちろん，フランス，ドイッ，イタリアその他の欧州各国，

さらにアメリカ大陸までどんどん進展して行った．

　この大会の優勝者は1907年まですぺてイギリス人によって占めら

れていた．1900年には，アメリカでデビス・カップ戦がはじまり，

ようやく国際間の交流が活澄になってきた．

注

1）　日本体協，現代スポーツ百科事典，1970，p．370．

2）　Univ．of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，Vo1．26，

　p，627，

3）　太田芳郎外，庭球，昭43，n17；平凡社，国民百科事典，1964，

　5巻，P。244；Univ。of　Cambridge，Encyclopedia　Britanic＆，1911，

　Vo1．26，p．9021

　　16世紀末においてフランスでは賭がnet（網）やoord（綱，索）

　の下で行なわれ，莫大な金がゲームに賭けられ，17世紀には見せ物

　になり，プ・的選手も出現した。一方，イギリスでは1750年頃，プ

　・選手によって，賭や八百長がかなり行なわれたので，公共競技揚で

　の試合も評判が悪くなった。イギリスでBisk（Bisque…テニスでハ

　ンデキャソプをつけること）という語は1697年初めて出現したし，

　winning　galleryも1767年以後から使われるようになった，

4）　熊谷一弥，テニス，大正12，p。2，

5）　大谷要三，雑誌・学校体育，昭25年11月号，P．27．

6）　Univ．of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，VoL26．p．

　629．

7）　Americana　Corporation，Encyclopedia　Americana21958，Vo1．

　26．p432b．
8）　Univ．of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，Vo1．16，P．

　902．

9）　熊谷一弥，テニス，大正12，p，21P，F．Collier7Son　Ltd．2Colli・

　er’s　Encyclopedia，1960，Vo1．18，n256・

10）　久保圭之助，テニス，昭37，p202．

11）　Univ，of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，Vo1．16，p

　302．
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ウィンブルドン全英選手権大会

　1874年にウィングフィールド（Walter　Clopton　Wingfield）が考

案して「スフェリスティク（Sphairistike）」と名づけた新しいテニ

ス，すなわち別名・一ン・テニスを1875年にマリルボーンのクリケ

ット・クラブ（M：arylebone　Crocket　Club）役員たちがその規格を改

めた．その時ロンドンのヘンリー・ジョーンズ（HenryJones，1731

－1810）が，ウィンブルドン（Wimbledon）のクロッケー・クラブ

に紹介し，1877年このクラブが，オール・イングランド・ク・ッヶ

一・ ンド。ローンテニス・クラブ（All　England　Croquet　and

Lawn　Temis　Club）と改称され，ウィンブルドンにあった同クラブ

のコートで競技会が開催された．これが第1回ウィンブルドン選手権

大会である1）．その時の注意書のなかに，r各自自分のラケットを使用

すべきこと，踵のない靴をはくこと，ボールはコートの番人に申しで

て受けとられたいこと」などが特記されている2）・かくしてこの大会

ではじめてコートの大きさ，フォールトの規定，ボールの大きさ，重

さなどが定められ，以来テニスの進歩発展に伴ってしばしば規則の改

正が行なわれた．

　この大会の開催によりイギリスの庭球界は急速な発展を示し，これ

が大陸にも影響して，フランス，ドイッ，イタリア，アメリカなどに

も普及進展した．この大会の正式の名称は「全英・一ンテニス選手権

大会」（All　England　Lawn　Temis　Championship）であり7はじ

めは，イギリス内だけの選手権大会であったが，だんだん外国選手の

参加が許され，実質的には全世界庭球選手権大会となってしまい，世

、界でもっとも古い歴史をもつ大会となったわけである，第1回（1877

年）の参加選手は22名であったが，相当の観客があったと伝えられ

ている3）．翌年の参加者は34人となり，さらに1879年には45人

の選手が出揚した．古代の闘技揚（Colosseum，円形競技揚）を思わせる

中央のコートで，各選手はその技を競った。英王室をも御招待申上げ，

プリンス’オブ。ウエルズ（P「ince　of　Walesイギリス皇太子）には特
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に個人的の援助を賜わるようになり，最初の会長となられたのみでな

く，同クラブ主要トロフィー中の1個は，プリンスの寄贈によるもの

である，テニス愛好者にとってはrウィンブルドン」は全く回教徒の

メッカに相当するものであり，デビス・カップ戦が国と国との優勝を

競うのに対し，ウィンブルドン大会は個人の世界一をきめる大会とい

うことになる．

　ウィンブルドンは，ロンドン西南約13km郊外の牧揚地帯のなか

にある富豪達の郊外住宅地で，大・ンドンの中心ピカデリーから地下

鉄で約20分，サウスフィールド駅に下車すると，大都市の雑踏から

逃れて，実に静かな芝生を囲むニレの木の向うに教会の尖塔が見える

という別天地である，ここに現在では数万の観衆を容れられる大テニ

ス競技揚があり，その周辺に数十のテニスコートが設けられている．

大会期日になると数万台の自動車が殺到して，何km四方も駐車空

地がなくなるくらいの盛況を呈するという．

　大会は毎年6月第4週のはじめから7月初旬頃までの間に行なわれ

るが，観覧券は，半年以上も前から予約しないと入手できず，当日券

を手に入れるには前の晩から列をつくって頑張らなければならないの

は，最近どこでも見られる現象と同様である．会期は6～7月のもっ

ともよい季節であり，婦人服のファッション・ショーもひらかれ，誠

に華かである．

　このウィンブルドン選手権大会に，日本が初めて参加したのは1920

年（大正9年）で，こ・の時アメリカ随一のチルデン選手と決勝を争っ

た清水善造選手の，スポーッマン・シップを発揮して健闘した物語は

今でもよく語られる美談である．

　この大会は1967年を最後とし，1968年からプロ選手の参加も認

められるオープン競技となった4）ので，従来とは別な大会として新た

に発足することとなり，長い歴史はここに一大転機を迎えたわけであ

る．

　スポーッマンシップやアマチュア精神を重んずるスポーッの母国イ

ギリスで，しかももっとも歴史的伝統を有するウィンプルドン大会に
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プ・選手が参加できるというのは理屈に合わないではないかと考えら

れるかもしれない，しかしこれには次のような理由がある．アメリカ

の有名なテニス選手チルデン（William　Taten　Tilden，1893－1953），

彼はウィンブルドン大会においては1920，1921，1930年と3回選手

権をとり，デビス・カップ試合においてはジョンストン選手と共に素

晴らしい活躍をして，1920年から1926年まで連続7年間優勝をした

という大選手であるが，1931年にプ・に転向した。その結果アメリ

カでは，テニスが興行としてもかなり成績があがり，その後有名選手

が続凌とプロ入りする傾向となり，そのためウィンブルドン大会は，

プ・入りしなかった二流選手だけで選手権を争うという結末となり，

伝統ある大会に淋しい現象をもたらした．そこで，ウィンブルドン大

会は，プ・であろうとアマであろうと，とにかく世界の最高峯の選手

を集めて行なってこそ意義があるとの見解に立って，プロ選手の参加

も認めようとなったわけである，オリンピック大会にテニスの種目が

加わっていないのは，一方にこうした大会が行なわれているというこ．

とも一つの理由になっている．

　この大会は，全英選手権大会という名称でありながら，多くの他の

国の選手が参加するのは，挙行される時期が6月下旬から7月上旬に

なり，ちょうどデ杯戦の欧州ゾーン試合の中間であるので，各国の有

力選手が参加するのに好都合であり，国際的交歓の意味もあり国際的

大会に発展したのである．

　コートはすべて・一ンであり，種目は男女混合の各イベンッがあり，

ほかにこの期間にジュニアの大会も行なわれる．

　男子の種目は単128名，複64で英国庭球協会の推薦によって参加

が許されることになっている．海外からの参加者は，各国庭球協会が

推薦した者や，英国協会で資格ありとされた者は無条件で参加できる

が，それ以外の者は，この大会の数日前に行なわれるクイーン・クラ

ブの大会中に予選が行なわれ，二れに合格した者何名かが加えられる．

　日本から参加した選手では，前述の清水選手が1920年にアメリカ

のチルデン選手と決勝を争ったほか，故佐藤次郎選手が準決勝に進み，
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佐藤・布井組がフランスのボロトラ・ブルニヨン組と決勝した（1％3

年）のが最優秀の成績で，三木選手がラウンド嬢と組んで1934年に

混合試合で優勝したのが，日本選手優勝の唯一の記録である．戦後で

は加茂幸子嬢が単身出揚したが，3回戦でイタリアのイグリオ夫人に

敗れ（1954，昭29年），また加茂公成選手が1955年に同じく3回戦

でアメリカのセイサス選手に惜敗した．1961年には石黒選手が出場

したが，2回戦で敗れている．

　注

　　1）　Univ・of　Cambridge，Encyclopedia　Britanica，1911，VoL16・n

　　　302．

　　2）　太田芳郎，テニス読本，昭23，P216・

　　3）　熊谷一弥，テニス，大正12，p。9。

　　4）　日本体育協会，現代スポーツ百科事典，1970，p370，

デビス・カ・ソプ・マッチ（DavisCupmatch）一

一国際ローン・テニス選手権試合（1。L。T．C。）

　19世紀の終りから20世紀初頭にかけて，アメリカにおいては二つ

の新興スポーッが急速に第一線に躍進したかの観を呈した．それは，

テニスとゴルフであった．

　1883年（明治16年）以来，英米間において，非公式のテニス試合

がしばしば行なわれていた．そして名選手連が互に往来して技を練る

ことが頻繁となった結果，両国内のテニス協会の発意で毎年1回の国

際競技会を開くことを定め，これをr国際・一ンテニス選手権大会」

（TheIntemational　Lawn　Ten且isChampionship）と名づけた．

　1899年にアメリカからイギリスに遠征した選手の一人に，当時ハ

ーパード大学の一学生で，セントルイスの素封家の生まれの，ドワイ

ト・F・デビス（bwight　Filley　Davis，1879－1945）という選手がい

た．彼はこの試合が両国親善にも非常に有意義であることを感じ，カ

ップの寄贈を米国テニス協会に申出たところ，協会は受諾して直ちに

英国テニス協会とも話し合い，1900年（明治33年）からこのカップ
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がその対抗試合に賭けられることになり，試合もrデビス・カップ試

合」として行なわれることになった．このカップは壮麗な大銀製のも

ので，優勝国が次回まで保持することにした。1911年に，国際テニ

ス連盟が設立され，これを「lntemational　Lawn　TennisChampion－

ship」と称することになり，非常に権威あるものとなった．デビス氏

は自らもこの試合に出場し，左利きの威力を発揮して，単複戦ともに

快勝している．氏は端正な顔立ちと温健な心情の持主で，堂々たる体

躯であった．後にフーバー大統領の陸軍大臣を経て，フィリッピンの

総督（赴任の際日本にも立寄った，昭和4年6月）まで栄進し，アメリカ

政界に名をなしたが，1945年（昭和20年）66歳で亡くなった・デ

杯戦の名は国際テニス界から永久に消えることはないであろう。

　デビス・カップそのものは，ボストンのシュリーブ・クランプ・エ

ンド・・ウ会社でデザイン製作されたもので，純銀で高さが13吋

（33cm）で鉢と脚部がねじで継ぎ合わされていて，内部の直径が17．5

吋（44，5cm），重さ6．15kgあり，鉢の上部と脚の下部の縁には見事

なジ。一ジァ風の意匠が施してある，鉢の内部は金メッキしてあり，

鉢の縁を回って「lnternationlLawn　Temis　Challenge　TroPhy・

Presented　by　Dwig世F．Davis1900」と刻んである．カップの外側

には試合ごとに，試合場所，スコア，両国名，選手名，年号が刻み込

まれ．たが，1920年には刻み込む場所がなくなったので，同様の意匠

でニューヨークのブラックスター・エンド・フ・スト会社に銀の盆を

作らせ，その後また書ききれなくなり，1936年にその盆を載せる柱

礎が作られた．これらはいずれもデビス氏の寄贈である．

　最初に定められ’た規則では，英米両国閲の試合の結果，勝った国が

そのカップの所有者となり，次年度には敗けた国から出かけて行って

試合し，勝利国が次の一年間所有権を得るということであった，その

後この企てはたちまち世界の注目をひき，各国から参加を懇願された

ため，1903年に規則を改めて世界各国に範囲を拡大し，ゾーンを定

めて行なうようになった．

　試合の方法は，一国を代表するダブルスー組，シングルスニ人のテ
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イームであり，勝敗はダブルス1試合，シングルス4試合の計5試合

中，3試合以上勝ったことによって決定することになっている．1904

年には英米のほかにフランス，ベルギーが参加し，1907年から世界

的に発展したため，1911年に国際テニス連盟が結成され，デビス・

カップ戦はこの連盟の管理下に行なわれることとなり，参加国の増加

によって，欧州ゾーン，アメリカゾーン，東洋ゾーン地域に分け，そ

れぞれ各ゾーンで予選を行ない，各ゾーンでの優勝国が前年の最優勝

国にチャレンジする形式をとっている。

　日本の最初の参加は1921年（大正10年）で，熊谷，清水両選手

が出場した（はじめ熊谷，柏尾氏が選ばれたが，柏尾氏は練習不足と

身体の故障のため清水善造選手が加わった），日本は参加10力国中，

ヒリッピン，ベルギーに不戦勝，インド，オーストラリアを破って，

チャレンジ・ラウンドまで進んだが，当時アメリカの世界的強豪，チ

ルデンとジョンストン選手の全盛時代であったため決勝戦には，遂に

及ばず敗退した．しかし日本が最初の参加で，チャレンジ・ラウンド

まで進み，アメリカとデ杯の覇を争ったことは，世界のテニス界の眼

を驚かし，日本内地の反響はこの素晴しい成績に，一層のテニス熱を

あおることとなった・この頃日本では各大学が硬球採用に入って間も

ない頃だった．

　デ杯戦の組合せ抽せん会は，優勝国の元首が参加各国の大公使を招

いて催し，デ杯のなかに入れられた番号を1本ずつ抽くという，独特

の方法が用いられている．

　試合は3日間にわたり，第1日に二つのシングルス戦，第2日目は

一つのダブルス，最終日には第1日の二人の相手を取り換えた二つの

シングルスの合計5試合であり，第3日目のシングルスのプレーヤー

は，2日目までに一方が3勝してすでに両国の勝敗が決定した後なら，

他の者と交替してもよいが，そうでない時には故障があっても第1日

と同じ選手が出揚しなければならないことになっている．シングルス

とダブルスの顔ぶれは同じでも別人でもよい．したがって一国の選手

は2人でも，3人でも，4人でも構成できるわけである．組合せは24
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時間前に交換するという規則がある．

　参加した国は，試合地までの旅費，滞在費は自国の負担だが，もし

試合地での純収入が総経費を支出して残金が出た揚合は，試合地の協

会は遠征して来たチームの3人分の旅費を負担する．なお残金が出た

場合は両国で折半することになる．1921年（大正10年）日本で最初

に清水善造，熊谷一弥の二人を派遣し，善戦善闘遂にチャレンジ・ラ

ウンドに進出，アメリカのチルデン，ジョンストンに敗れたが，この

時の分配金4万円を受けて帰国した．当時の4万円とは非常なる大金

で，日本庭球協会の基金とされたが，他のスポーッ関係団体でこれほ

ど多額の基金をもっている所はなかったという1），もしこのとき日本

が優勝したら，次回のデ杯決勝戦は日本でやることなり，日本庭球協

会は創立早々で（大正11年3月11日創立）さぞかし嬉しい悲鳴で，

てんてこまいしたことだったろう．

　各ゾーンでの優勝国が決まると，三つのゾーン（米州，欧州，東

洋）優勝国同志の試合，すなわちインター・ゾーン試合がカップ保持

国の指定したコート，日時に行なわれる．1966年から欧州ゾーンの

上半部，下半部の各一国がゾーン決勝に参加することになり結局4ゾ

ーンとなったことになる．

　1900年にデ杯戦が始まって以来，チャンピオン・ネーションの栄

誉を多く得た国はアメリカ，オーストラリァで，次いでイギリス，フ

ランスの順となっている，

その他の世界的選手権大会

　ワイトマン・カップ（Wightman　Cup　Tournament）

　男子のデビス・カップに対して，女子の国際的な対抗試合にワイト

マン・カップ争奪対抗戦がある．これは1923年（大正12年）にア

メリカの，Hazel　Hotchkiss　Wightmanが寄贈したカップである・

女史は1909，1910，1911および1919年に全米女子シングルスの選

手権保持という有名なテニス人で，結婚後はGeorge　Wightmanと

して知られている，はじめ英米女子対抗テニス試合は毎年英米両国の
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間で交互に開催され，7ポイントの単複試合が行なわれていたが，戦

後はアメリカ庭球協会からの提案で，デ杯方式による単2，複1の対

抗トーナメントが，国際庭球連盟の主催で1963年から開催されるよ

うになった。その第1回はイギリスで行なわれた．日本はアメリカ庭

球協会のすすめによって，1964年の・ングウッドの第2回大会から

参加し始めた．

　デ杯戦，ウィンブルドン大会に次ぐ世界的に大きい大会としては，

毎年5月中旬にパリーのローランギャ・ウで開催されるr全仏大会」

や，7月にドイッのハンブルグで開かれる選手権などがあり，これら

の大会には，アメリカ，オーストラリア，フランス，イタリアその他

の各国からの選手が参加するので，各国テニス界の水準や動向を知る

のにも重要な大会となっている．

　また，8月から9月にかけては，全米選手権大会があり，全豪選手

権大会は11月下旬に開催されている2）。

　日本では「日本庭球協会」が創設された大正11年（1922）に全日

本選手権大会が本郷の東京帝大コートで第1回が開催されて以来，毎

年9～11月頃，関東と関西で交互に開かれ，すでに46回行なわれて

いる。全日本女子大会は大正13年が第1回であった．

　注

　　1）　日本庭球協会，日本庭球協会十年史，昭7，p．52．

　　2）　久保圭之助，テニス，昭37，p，197．

アメリカでのテニス

　テニスは，現在アメリカにおけるr十大スポーツ」（アメリカで年間

の観客を多く持っている十種目のスポーツで，野球，フットボール，競馬，オ

ートレース，陸上競技，ボクシング，アイスホッケー，ゴルフ，バスケットボ

ール，テニス）1）の一つに挙げられるが，他の多くのスポーッと同様に

イギリスから導入されたスポーッの一つで，その初期においては，富

裕階級のクラブによって独占されていたことは，いうまでもない・そ

して1890年代に入ってから急速な進展をみせている．
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　すでに述べ・たように，イギリス，ウェールズのM。W．wingfield

という人が1873年のクリスマスの会合に，Nautolwydの田舎家で，

スフエリステイク（Sphai「istike。一●ギリシア語で球技の意）という戸外テ

ニスを考案して発表した．この新しいゲームは，間もなく大西洋を横

断して，バミューダ島（Bermudalsland）に駐在していたイギリス守

備隊でも行なわれるようになった。1874年2）の春，アメリカ・ステー

トン島の女子学生，MaryEwingOuterbridge嬢は，バミューダ島

に旅行してこのスポーッを見て感ずる所があったのであろう，帰国の

際に用具一式を持ち帰った．（二の時，税関ではこの珍しい用具の関

税について当惑したが，結局は無税にしたという話が残っている）・

幸いにも，このアウターブリッジ嬢の兄（A．Emilius　Outerbridge）

は，ステートン島のクリケットおよび野球クラブの会員であったので，

彼女は兄を通して，クラブ・グラウンドの一隈にテニス・コートを作

ることを許された．そしてこの「スフェリスティク」はいつのまにか

rローン・テニス」と呼ばれるようになってしまい，アメリカに一つ

の新しいスポーッが誕生したのであった．

　この・一ン・テニスは，スピーディなスリルと深い技術の必要性か

らだんだん男性の関心をひき興味を覚えるようになり，男性間に普及

して行き，続いてニューヨーク，ニューポート（New：Port…ロート

ァィランド州），ボストン，フィラデルフィァなどにも普及して行っ

た．

　また一方では，1874～5年に，ウィリアム・アップルトンという人

がテニス用具一式を輸入して，マサチュセッツ州ナハントにある氏の

別荘内にコートを作り，そ二で，ジェームス・ドゥワイトやF．R．、セ

アーズなどにプレーさせたという．このコートがアメリカにおける最

初の正式コートであった．

　別説として，1870年代にRobert　Mooreによって紹介されたとい

う記録がある3）．それは“Tennis　was　introduced　to　the　U。S．in　the

1870s．The　game　was　played　regularly　at　the　Racquet　Couτt　Club

in　New　York　in1876where　Robeft　Moore　was　the　professiona1
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instructor。”とあり，1876年にはprofessional　instructorが在存し

たことを示しているが，これは体育教師でテニス専門の指導者という

意味ではないかと思われる。

　そしてこれが，1874年にOuterbridge嬢が紹介したものとつなが

りがあったのかどうかは明らかでない。

　アメリカにテニスが導入される以前に，アメリカでは各地に，クリ

ヶット・クラブがあり，そのクラブの芝生は，テニスにも適していた

ので，この新しい興味と技術性に満ちたスポーツに魅力を感じ，青年

達は従来のクリケットよりもこの方に熱中するようになったので，ク

ラブの幹部連には不満の気分が見られたが，伝統に拘束されない若い

精神はテニスのみに熱中したため，先に野球の興隆によって勢いを失

’いかけていたクリケットはますます衰微の一途をたどる運命に立たさ

れた，すなわちクリケットは長時間を要し，観衆に与える刺戟，興味

も乏しく，ヨー・ッパの諸国に列すべく新興の意気に燃えていた当時

のアメリカの社会的状勢にマッチせず，クリヶソトは，イギリスのよ

うにはアメリカには育たなかった。クリケット・クラブそのものは亡

びず名称は残ったが，実質内容はテニス・クラブとして残ったのであ

った，その結果，1880年までにアメリカ東部においては30以上のク

ラブがテニスコートをもつようになった。

　このようにして，移入された初期におけるアメリカのテニスは，そ

の使用球さえ区々であり，もちろんルールの統一もなかったが，1881

年3月ステートン島，クリケットおよび野球クラブのE．H．アウター

ブリッジ（メアリーの兄），ビーコン・パーク競技協会のシェーイス・

ドゥワイトおよび全フィラデルフィア・テニス委員会のクラレンス・

M・クラークなどが中心となって合衆国・一ン・テニス協会（The　U－

nited　States　Lawn－Tennis　Association）を創設し，統一ルールによ

って全国的トーナメントが開かれることとなり，その第1回大会が，

ニューポートにおいて開かれた．

　1883年には，ステートン島婦人戸外スポーッ・クラブが，女性を

対象とする大きなトーナメント大会を開くに至り，かくてテニスはア
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メリカにおいて，女性が本格的に参加した最初の組織的スポーッとし

て意義がある．

　イギリスより東部に導入されたテニスの流行は間もなく，西部の太

平洋岸にも伝えられ，1887年には，カリフォルニア州第1回選手権

トーナメントが開催されている．

　1900年に，ハーバードのドワイト・F・デビス（Dwight　F．Da－

vis）が，英米対抗テニス・ゲームのために大銀製カップを寄贈して

から，英米間のテニスは一般世人の注目を浴びるようになって発農の

原動力ともなった．

　19世紀末に創始された大学選手権，国内選手権トーナメントは次

第に隆盛となり，はじめは上流階級によって独占されていたテニスも

だんだん中流，一般にも普及し，公設グラウンドにもテニスコートが

併設されたりして，年とともに多くの人々の間にまで浸透して行った．

かくして施設，ルールの整備統一なども完備したテニスは，技術面の

進歩を見せ，「テニスの王者」と称されたチルデン（WillianTaten

Tilden）などの偉大なる選手を出すにいたり，1931年頃にはプ・・

テニスの誕生を見るに至った．

　注

　　1）　山中良正，アメリカスボーツ史，昭35，P21L
　　2）　P，F．Collier，Son　Ltd．，Colliefs　Encyclopedia，1960，p。257、

　　3）　Univ・of　Cambridge7Encyclopedia　Britanica71911，voL　13，

　　　P，792，

日本のテニス

　テニスの伝来

　日本でテニスを最初に行なったのは，アメリカから伝道のために来

ていた宣教師で，明治初年1）というだけで，その時期についてはいろ

いろの説2）がありはっきりしない。このことについては，日本体育協

会編の「スポーッ八十年史」225頁，「日本スポーッ百年」271頁に，

rテニスは宗教が普及する，というとちょっと妙な表現ではあるが，
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　　外国では宣教師が海外伝道のために単身僻遠の地に赴く際，自分の孤

　　独の慰めにテニス道具を持参し，伝道地で人にも教えその発展への一

　　端に資した場合が多い，わが国のテニスの渡来にもそうした事例があ

　　ったようで，文献にも見えるが，それは局部的のもので，たとえぱ横

　　浜や神戸の外人居留地で外人間に行なわれていたこの競技を，出入り

，　の生糸商人が学んでこれを甲府で試みたという話もあり，また海外遊

　　学の日本人達がこれを持ち帰って試みたという話や，故安部磯雄氏が

　　岡山へ始めて伝道師として赴任された時，自ら試み人にも教えたとい

　　う直話もあるが，一番正式にこの技を紹介したという通説になってい

　　るのは，明治11年文部省の体操伝習所の教師として招聰されたアメ

　　リカ人リーランド（GeorgeAdamsLeland，1850－1924）氏が，本国

　　から（用具を）取寄せて生徒に指導し，その普及を計ったということ

　で・それもただ，当時これを紹介しただけに止まったようである．そ

　　の後この体操伝習所は組織が改められ，現在の教育大学の前身である

　東京高等師範学校に附属されることになった，そしてこの競技もこれ

　に伴って伝えられた・明治17年，当時わが体育界の先覚者である坪

　井玄道氏がこの学校に赴任した時も，テニスはいささかであるが校内

　に行なわれていたことは確実であった．しかし用具であるラケットと

　かボールなどはとうてい内地で製造されるに至らなかった時代であっ

　たから，技の普及などもちろん問題でなかった．その後比較的多量に

　輸入されていた玩具用のゴム球を代用したのではないかと思われる」

　と詳細に述べてあるので，当時の大体の状況が判断される．

　　すなわち，これによると明治10年頃，外国の宣教師が横浜，神戸

　などでやり初め，日本の生糸商人がそれをまねてやったのが日本での

　最初のようであるが，実はそれより早く入ったという記録がある．テ

　ニスとは関係ないが，ラケットは，オランダ羽子板の羽根（ウーラン

　グ）と共にずっと早く，長崎出島のオランダ館に伝わっていたことが，

　紅毛雑話に記されている3）．森島中良著のこの書にr羽子板並羽根」
　　　　　　　　もてあモ　　 でしま　　ひま　　　　　ヤリハゴ
　と題して，「黒坊の弄びなり西洋館にて閑暇なる時は，遣羽子をつき

　て遊ぶとなり，羽子板を‘‘ラケット”という羽根を“ウーラング”と
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いう」と．これは日本の羽根つきに似た遊びで，バトミントンの前身

とも見られるが，とにかく「ラケット」が1787年（天明7年）には

日本に来ていたことがわかる．徳川11代家斉将軍の時で，明治に入

る81年も前の頃であった．外来スポーッ用具としては最初のものと

見てもよい．

　テニスそのものが明治10年以前に日本に伝わったという点につい

ては，針重敬喜氏のr日本のテニス」に，‘‘明治六，七年頃高楠順次郎，

南岩倉具威男などがやったと伝わって居り，同じ頃神戸に在留する外

人間にもテニスをやるものがいたと当時の実見者が語っているから，

明治の初年には早くもテニスが日本に入って来たことは事実であ

る4）”とある．

　しかし，高楠順次郎（仏教学者，武蔵野女子学院創立者，1866－1945）

は慶応2年広島県八幡村の農家に生まれたので明治6年にはまだ8歳

のはずだから，この記録には疑問がある．氏は明治23年（1890）25

歳でオックスフォード大学に入り，27年卒業後ドイッ，フランスに

学び，明治30年32歳の時帰朝しテニスをやったことは事実である，

（高楠順次郎先生23回忌記念，雪頂のこころ，昭和42年6月28日，武蔵

野女子学院出版による．）明治6，7年頃高楠順次郎がやったということ

は間違いであろう．南岩倉具威男という人については，どう調べても

不明であった．

　このようにして，外人宣教師，リーランド5），坪井玄道氏によって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
明治初期に紹介された硬式テニスは，ひとまず東京高等師範に種子が

まかれ，また，“学校以外では三井守之助，磯村豊太郎などが，今の

三越のある駿河町辺にコートを造ってテニスをやっていたという話を

古老が語るが6）”とある如く，僅かに当時のモダンボーイが試みたに

過ぎなかった．

　しかし当時困ったことは用具，特にボールの補給であった・ボール

はゴム球に布かフェルトをかぶせたものであったが，硬式ローン・テ

ニスといっても，当時日本では十分手入れもされていない地面のコー

トだったので，消耗も激しかったであろう．始めてはみたものの用具
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の輸入が思うように行かなかったことと，高価でもあった．日本の如

き当時の後進貧乏国では普及するには条件が悪かった．しかし窮すれ

ば通ずとか，玩具用のゴム球を試用してみた結果案外好調であること

がわかり，高等師範では，明治23年（1890）三田土ゴム7）会社に委

嘱してテニス用のゴム球を製造させた．これが現在も使用されている

赤Mボールの元租であり，こうして世界に唯一独持の軟式テニスが

日本に誕生したわけである．
　　　　タ　ツチ
　こ．の三田土ゴム会社は，明治19年12月土谷秀三が本所横川橋に

創設した日本最初のゴムエ揚で，はじめはニヒ谷ゴム製造所と称し，三

田土ゴム製造合名会社となったのは明治25年のことである8）．同族

共同で個人的に経営されたもので，三田土なる社名も土谷秀三の三と

土と，さらに同族共同経営者のなかに田のつく姓名の人が加わってい

たのであろう。そこの技師長は，やはり同族の谷口勝次郎という人で，

氏が高等師範から委嘱を受けて初めてテニス用のゴム球を試作提供し，

だんだん改良されたのであった．はじめM印ゴム球と称したが，も

ちろんこれは三田土のイニシャルのMであり，現在は昭和ゴム会社

となっているがr赤Mボール」と称して，ボールに赤色のM印マー

クがつけられているのは誰も知る所である．

　土谷ゴム製造所の前身は，海産物の採集業で，潜水衣や送気ゴム管

の修理加工から，ゴム製品の製造に関心をもつようになり，明治16

年頃からゴムエ業に乗り出し，ついにゴム製造業に転身したという明

治時代の産業の一断面を見せている．

　明治事物起原9）のr庭球の始」の項には，“我国庭球輸入者は誰なる

や未だ窮めざるも，麹町永田町なる東京クラブこそ，其の元祖なるべ

しという．明治17，8年頃の輸入なるべきも真に一部の間に玩ばるる

に過ぎざりき，然るに此技，何時の間にやら高等師範学校の生徒によ

つて学ばれ，この紹介者たる高師より，更に高等商業学校生徒に伝習

せられたるは，明治29年の秋なり・高師，高商の特にこ・の技に秀で

たるものを出すは，これがためなり”とあるが，これはリーランドや

坪井氏のテニス紹介には触れていない．
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　また，r庭球五十年」のなかで福田雅之助氏は，r樺山老の懐旧談」

の項に“樺山愛輔老は，明治13年（1880）に15歳の若さで渡米し

た．大学は新島裏，内村鑑三，神田乃武などの出たマサチユセッツ州

のアムハーストであつた．氏は『日本人でテニスをしたのは，私が初

めてでせう』といはれた．明治13，4年頃に早くもラケットを握つた

のだから，氏が日本の最初のテニスマンであらうと思はれる．米国の

チャンピオンで，7年連勝したシアースと試合をしたことがあるが，

いいスコアを残したといはれたから相当な腕前だつたのだらう”と書

いている10）．確かに本格的にテニスをやった最初の日本人かも知れな

い．

　とにかく，日本には上記のような，いくつかのルートを経て硬式庭

球が外来の用具と共に入って来た．そして日本という国土に合うよう

に，軟球が工夫されたのである．

　このように何とか普及の道を見出した日本の軟式テニスは，高等師

範に播種されたということもまた幸運であった．東京高師には体育教

員養成の課程があり，前述の坪井玄道はr戸外遊戯法」という外来ス

ポーッ紹介の著を明治18年に田中盛業と共著で出しており，高師で

も種々の戸外遊戯を指導した．したがって，高師では体育課程のみで

なく，文科理科系の学生もこの珍しい新入テニスを行なうものが多く

なった。しかも高師の卒業生は全国の中等学校（師範学校，旧制中学

校，高等女学校など）に教師として赴任し，在学中習得した野球，サ

ッカー，陸上，テニスなどの外来スポーッの宣伝普及に少なからざる

役割を果たしてくれたのである，

　坪井氏等の「戸外遊戯法」は，日本最初のスポーッ解説書で，大体

は欧米の翻訳らしいが，当時テニスがどのように紹介されたかを知る

ために転載しておこう．

　坪井，田中の「戸タト遊戯法」と，ストレンジのrOutdoor　Games」

　明治18年2月，坪井玄道が田中盛業との共著で出版したr戸外遊

戯法……一名戸外運動法」なる著の第十九章に「・一ンテニス」の解

説が述べてある．以下その部をそのまま記載してみよう．
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　r・一ンテニス」ハ男女老幼巧拙ノ如何ヲ問ハズ之ヲ演習シ得ルノ

遊戯ナリ．今其方法ヲ叙スル前二rコート」即チ遊戯揚ノ模様ヲ略説

センニ「コート」ノ大サハ素ヨリ実際二付テ広狭ヲ定ムベキモノニシ

テー様二規定スルコト能ハザレドモ今其通常ノモノヲ挙ゲレバ大凡5

尺ノ高サノ棒二本二着ケタル網ヲ以テ「コート」ヲ等分ス而シテ其網

ノ高サハ三尺以上四尺以下ナルベク且其棒トノ距リ即チ網ノ長サハ四

間半ヲ以テ最モ便宜ノモノトス又網ノ両側二於テ網ヲ離ルル三丈九尺

ノ所二長サニ丈七尺ノー線（ベースライン）ヲ引キ，其両端ヨリ亦一

線（側線）ヲ画シ又網ヨリニ丈六尺ノ所二横二「サルヴイスライン」

ヲ画シ而シテ又網ノ中心ヲ通ジテ各「サルビスライン」ニマデー線ヲ

引クベシ．即チ左図二示スガ如シ（ここにコートの図がある），各演習者

ハ網ノ各側ノrコート」ヲ充タシ而シテrサルブ」（rサルブ」トハ第

一二球ヲ打チ出スコトヲ云フ，而シテrサルブ」スルトキハ手ヲ以テ

球ヲ投ゲ其落チ来ル所ヲ打ッベシ），即チ第一二球ヲ打ッ所ノ遊戯者

ハ敵方ニテ用意整ハザル間ハ球ヲ打ッコト能ハズ然レドモ敵ガ其球ヲ

受ケ又ハ打返サントスルトキハ其「サルヴイス」ヲ正当ノモノト見倣

　　　　　　　　　　　アタスベシ又rサルブ」スルトキニ方リテハー足ヲrべ一スライン」外二

置キ而シテ左右交互ノコートヨリrサルブ」スベシ．rサルブ」スル

トキハ其球ハrサルブ」ヲナセル筋違ナルコートノ「サルヴイスライ

ン」以内二落ッル如ク之ヲ打ッベシ．而シテrサルヴイス」即チ「サ

ルブ」サレタ球ハ必ズ第一rバウンド」ニテ之ヲ打返スベシト難モ其

後ノ球ハ飛ナガラ或ハ第一rバウンド」ニテ打返シ得ベシ若シ其rサ

ルブ」サレタ球ニシテ不正ノ「コート」或ハ網ノ前又ハ「サルヴイス

ライン」以外二落チタルトキハ之ヲ「フオルト」（過失）ト称シ再ビ

同rコート」ヨリ「サルブ」セシムベシ．然レドモ敵方ニテ已二其球

ヲ取リ又ハ打返サントセシトキハ其ノrサルヴイス」ヲ正当ノモノト

ス故二其評点法ハ敵ガ「サルヴイス」又ハ其後ノ球ヲ返シ得ザルトキ

又ハ球ヲ「コート」ノ外二打チ出ストキハー点ヲ得ルモノトス而シテ

「サルブ」スル演習者ガ引続キテニ個ノrフオルト」ヲナセシトキ或

ハ遊戯中ノ球ヲ打返シ得ザルトキハ敵二一点ヲ得セシムモノトス．又
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熟レノ演習者ニテモ遊戯中ノ球ヲ手或ハ体ノ或部分二触レシムルトキ

或ハ球ヲニ回打ットキハー点ヲ失フモノトス．

　又四人ニテ之ヲ演習スルトキハ甲乙ヲー組トシ丙丁ノニ人ヲー紐ト

ス．今仮リニ甲乙一組ヨリ遊戯ヲ始ムルモノトシ即チ甲ハ（1）ヨリ

（5）二rサルブ」スベシ而シテ第二回ニハ（2）ヨリ（6）二rサ

ルブ」ヲナシ斯ノ如クシテー「ゲーム」ノ結局二至ルマデ交互ノrコ

ート」ヨリrサルブ」スベシ．次二丙ハ（3）ヨリ（7）二rサルブ」

シ次二乙，次二丁ト順次ニサルブヲナスベシ，

　一rゲーム」（勝負）ノ点数ハ演習者ノ随意二定ムルモノトス今仮

リニ四点ヲ以テ定点トシ遊戯スルモノトスルトキハ第一二其定点二達

シタル者ヲ勝利即チrゲーム」トス．然レドモ双方三点二至リタルト

キ之ヲ「ジユース」（一様）ト云フ「ジユース」ヲ得ンニハ「バンテ

ージ」（利益）ト称スルモノヲ加フル故続ヒテニ点ヲ得ザレバrゲー

ム」（勝利）ヲ得ルコト能ハズ即チ双方四点ナルトキ又ハ之ヲrジユ

ース」ト云ヒrジユース」トナリタルトキハ常二引続キテニ点ヲ得ザ

レバrゲーム」トナルコトヲ得ズ而シテ通常六「ゲーム」ヲ以テ「セ

ット」トナスト錐モ実際二由リテ演習者適宜二之ヲ定ムベシ．尤モ

rゲーム」トナルモノハ常二敵ヨリニ点ノ超過ヲ得ザル可ラス故二其

定点ヲ四点トスルトキハ敵ノ三点ヲ得ル前二四点ヲ得ザル可ラズ．サ

レバ「ゲーム」ハ勝敗ノー段落ニシテrセット」ハ其定マリタルrコ

ート」二居ラザル可ラズト難其後ハ各自ノ適意ノ所二位置ヲ占ムベシ

而シテrサルブ」ヲナスハ右ヨリ始メ交互ノrコート」ヨリスルモノ

トス．但シーノrフオルト」ヲナシタルトキハ同rコート」ヨリrサ

ルブ」スベシト難モニ度続キテ「フオルト」ヲナシタルトキハ他ノ

rコート」ヨリrサルブ」スルモノトス（二度続キテrフオルト」ヲ

ナシタノレトキハ敵二一個ノ得、点ヲ得セシム）．

　坪井，田中著の戸外遊戯法より，一年半以上も前の明治16年6月

11日にF．W．Str＆nge氏（東京大学予備門御雇教師，イギリス人）は

rOutdoOTGames」という55頁の小冊子を英文で出版し，日本の若

い学生に戸外スポーッの必要性と各スポーッの解説をしている。この
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なかの第15章にLawn　Temisなる説明文があるので以下これを

そのまま載せてみよう。

LAWN－TENNIS

　Of　all　games，Lawn－Tenn圭s　is　the　best。It　can　be　playe（1at

any　ti皿e2provi〔1ed　the　ground　be　dry．It　is　played　on　a　court

marked　out　with　chalk．

　The　following　is　a　plan　of　a　court．

　　　　　　　4　　　　　12　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　1

C．D二

side

1
1
1

6　　　　1　　　7　　　　　　　1

塵
　
L
一
①13
zl

I
14

1
5　　　　1　　　8　　　　　　　8

1
L

A。B5
side

　　　　　　　3　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　2

　　Lawn　Tennis　is　played　by　two　players　or　four　players，Sup－

posing　A　and　B　play　against　D　and　C、A　commences　the　g＆me

by　serving　from　l　into5。If　the　ball　f呂11s　anywhere　but　into5，

the　serve　is　called　a“fault77。He　may　them　serve　anot五er　ball

from1．He　then　goes　to　position2，and　afterwar（1s　to　l　and　on，

between　l　and2until　the　game　is　finished．C　next　serves　from

3into7，and　then　from4i且to8and　so　on　till　that　game　is

finished。B　tllen　serves　from　l　into5and　then　from2into6・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

that　game　being　finished　D　serves　from3into7ンand　then　from

4into8an（1so　on。Six　games　first　won　by　either　side　decide

the　Victory，and　these　six　games　are　called　a‘Set．，

　丁五e　following　are　the　Rules．

　　1・　The　players　shall　stan（10n　opPosite　si（ies　of　the　net　l　the

　　　player　who　first　delivers　the　ball　shall　be　called　the　serveτ，

　　　the　otheτthe　striker－out．
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2．At　the　end　of　the　first　game，the　striker　out　shall　become

　server，an d　the　server　shall　become　striker　o廿t　l　and　so　on

　alternately　in　the　subsequent　games　of　the　set・

3．Tlle　server　shall　stand　with　olle　foot　beyond　the　base　line，

　a五d　with　the　other　foot　within　or　upon　the　base　line，and

　shall　deliver　the　service　fτom　the　right　and　left　courts，beg－

　inning　fronl　t五e　right。

4．The　ball　served　must　drop　within　the　service－1ine，half－

　court　line，and　side　line　of　tlle　court　wllic互　is　diagonally

　opposite　to　that　from　which　it　was　served，or　upon　any

　such　line．

5．It　is　a　fault　if　the　service　be　delivered　fronユthe　wrongl

　court，or　if　the　server（10not　stand　as　directed　in　Rule3，0r

　if　the　ball　served　drop　in　the　net　or　beyond　the　service　lineア

　or　if　it　drop　out　of　court　or　in　t五e　wrong　court・

6。A　fault　may　not　be　teken．

7．After　a　fault，the　server　sllall　serve　again　from　the　same

　　court　from　which　he　served　that　fault，unless　it　was　a　fault

　　because　served　the　wrong　court．

　8、　The　seτvice　may　not　be　volleyed，　i．　e，，　taken　befQre　it

　　touches　the　groun（1，

9．The　server　wins　a　stroke，if　the　striker　o葛t　fails　to　return

　　the　service　or　the　ball　in－Play，or　returns　t五e　service　or　ball

　　in－play　so　tllat　it　drops　out－si（1e　any　of　the　lines　which　bound．

　　hisoPPonent’scourt．

10．On　eitller　player　winning五is　first　stroke，tlle　score　is　ca－

　　11ed　l　for　that　player　l　o11．either　player　winning　his　second．

　　stroke，the　score　is　called2for　t互at　player；on　either　player

　　winning　his　third　stroke，the　score　is　calld3for　that　player　l

　　and　the　fourth　stroke　won　by　either　player　is　score（1game
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　for　th＆t　player　l　except　as　below：一

　If　both　players五ave　won　thτee　strokes，the　score　is　called

　‘‘even”：and　the　next　stroke　won　by　either　player　is　score（1

　“advantage”for　tllat　player。If　the　same　player　win　the　next

　stToke，he　wins　the　game；if　he　lost　the　next　stroke，　the

　score　is　again　called　even5an（i　so　on　until　either　player

　wins　the　two　strokes　imme（liately　following　the　score　of　e－

　ven，when　tlle　game　is　scored　for　that　player．

1L　The　player　who　first　wins　six　ga皿es　wins　a　Set．

　　Explanation　of　the　Court

l　to4，and2to3are　called　si（1e　lines，

1to2，and3to4are　called　base　lines．

9tQ10，＆n（111　to12are　called　service　lines．

13to　14is　called　the　half　court　line．

From12to15，15tQ9，11to16，16to10are21feet　each，

From4to12，9to133to11，10to2are18feet　each．
From　l　to2and3to4，27feet　each．

The　net　s五all　be3　feet　in　height，

　軽井沢テニスのはじまりと経過

　在留外人が夏季の避暑地として，軽井沢を利用しはじめたのは明治

19年（1886）頃からであるが，テニスが軽井沢で行なわれるように

なったのは明治中期頃と思われる．福田雅之助氏の「テニス・硬式」

に，「明治二十五，六年頃に軽井沢でテニス・トーナメントがすでに

行われていた，それは大体外人宣教師がテニスを楽しんだ延長で夏期

に行なわれた・夏期会員に，硬球の経験のある高木舜三を筆頭に松平

慶民，黒田長和，竹尾春光，足立鉄之助らが，日本人として外人の仲

間に入ってテニスをしたのが最初であるという」とある．

　軽井沢が，はじめ在留外人の避暑地として利用され，おいおい富裕，

有閑階級の日本人も入り込むようになり，ゴルフなどが知られなかっ

た当時は，テニスが好適なスポーッとして，この方面に趣味をもつ人

人の娯楽，社交的意義で行なわれ，それが現在にも続いている．
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　雑誌r・一ンテニス」の昭和5年新年号に足立鉄之助氏は，明治

25～6年頃の軽井沢のテニスについて次ぎのように書いている・

　“外国人は申すまでもなくその国民性・宗教等が異るが故に，チャ

ーチと運動器具を建設する事は決して忘れぬ．即ち健康に深き注意を

払う事が人生の幸福を致す原因なりとの信念は常に習慣的になつて居

り，現在のチャーチ寄りの揚所に当時二つのコートがありました，こ

れ以外には峠の麓セール氏の別荘にプライベートのコートがありしの

みで，現在多くのコートのある所は元小高い堤であつたと記憶してい

ます．又日曜日は宗教の関係上コートは閉されるので，吾人には不便

に思ひますが外人宗教団体の関係せるものなれば已むなき事であり，

又強て反対しなくとも良い程度と思ひます．

　此のパブリックコートの利用に就ては元々宗教家の集りによりて組

織されし夏季丈けの倶楽部なれば，委員なども外人のみで今日の如く

日本人の委員はなく，寧ろ日本人の入会を欲せぬ態がありまして，内

心甚だ不快の念にかられました．入会金といふのはなく，一夏一円で

会員になれたのです．而して八月中頃にトーナメントが行はれました

が，今日のやうにカップなどはなく，只記録位に止まつて居りました．

筆者は毎日見物するばかりで心中大に仲間入りの希望は有して居つた

のですが，ジユニアーなると英語が十分でなく，その上技彌も上手で

ないので尻込みして居りましたが，ある夏硬球に経験のある高木舜三

君，松平慶民子，黒田長和男，竹尾春光子，西尾子等と共に入会した

のでありますが，これが日本人として軽井沢にて外人仲間に入つてテ

ニスを試みた初めと存じます．

　さて，大いに勇んで宿望が達したので朝からコートに出掛けました．

外人は夫女用事もあると見えて来ぬので，吾等の独舞台で得意になつ

て居ますが正午前にはぼつぼつ来る，午後から夕方にかけて一番多く

集り，一組で永くコートを占有する事は各自で慎んで居りますが，婦

人の組のうるさい事は日本も同様で，多少加減してプレーしなければ

なりません．兎に角外人と邦人とはそのプレー振りが異り，二度目の

サービスも強打するのみならず前進してボレーを試みるなど，スピー
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ドから何から馴れるまでは仲々大変でした．

　毎夏行はれる試合となつて高木君は独りとび抜けて上手でAクラス，

その他私等は何れもBクラス，所が一日一日と試合が進んで遂に高木

君はAクラス，筆者はBクラスのチヤンピオンとなりました．一同は

我々のために君ケ代を歌つて万歳を唱えてくれ，茶菓を運び，握手を

求むるなど満更悪い気持は致しませんでした”と．

　針重敬喜氏は，その著書で，‘‘当時の軽井沢は全くの寒村で米国の

宜教師140～150人が避暑に来る位のものであつたが，この地が次第

に富豪連の避暑地となり，外人の数を加うると共に又邦人も非常な速

度で増して行き，遂に現今の如く全く都会に等しき避暑地となつたの

であるが，之れと共に夏季におけるトーナメントもコートの数と共に

次第に量と数を増して行き，日本人の参加も多くなり殊に一般に硬球

が盛んになつた割合に，トーナメントの少なかつた時代なので我が有

数の選手も出場し，福田，荻野，原田，安部，青木，布井，佐藤等の

鐸々たるプレーヤーもこのトーナメントに参加して優勝するなど，初

めは外人丈けのものであり，又外人がよく優勝して居つたが，遂に邦

人が勢力を占めて何時も選手権を得るような形勢となつてしまつた．

只この軽井沢のテニスは真に暑中丈けのテニスで，一部の邦人に幸し

た事は勿論であるが，只長くやつて来たといふ丈けで直接我がテニス

ヘの影響といふ点では，それ程重要なものではない11）．”と述べてゐ

る．

　大体以上で軽井沢の夏季における硬式テニスのはじまりと経過，そ

して現在までそのまま受けつがれている状態を知ることができよう．

　日本におけるテニス対抗戦の始まり，一まず高師対高商

　東京高等師範学校に植えつけられたテニスは，前述のように明治

23年からは，日本独特の軟式テニスとなって，特に規則もなく，選

手とか試合とかもなく，コートは木を埋めたり，稼椙縄を張ったりし

て78呪X36呪という外来硬式そのままの寸法で，お互いに打ち会

って楽しむ程度に行なわれていた，当時の東京高師はお茶の水にあり，

橋一つ越せば当時の東京商業学校（現一橋大学の前身）が神田一ツ橋に
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あった．高師の附属中学からは高商へ進学する者も毎年何人かあった．

こんな関係から，高師で行なわれていたテニスは明治20年12）頃から

29年13）頃の間にだんだん高商の方にも行なわれるようになり，いつ

しか対抗的な意識が芽生えるようになった．（一高対高商のボートレ

ースはすでに明治22年にその第1回が開かれ，それ’以前に明治20

年4月には，東大の第1回競漕大会に招かれて高師と高商はボートレ

ースをしたことがあった）．そこで明治31年両校の間に話がまとまり，

日本最初のテニス対校試合が11月に開かれ，双方7組ずつの選手を

出して5回ゲームで試合し，高師が段違いの差で楽勝した．翌32年

3月第2回が行なわれたが，この時は高商側に優秀選手が多く特に高

師附属中から入った高木舜三のアメリカ式サーブが群を抜き，高師の

選手は手が出なかったという有名な話が残っている。以後高商は4連

勝を続けた．

　日本のテニスの試合はまずこの高師対高商戦に刺激され，以来各学

校に伝播されて行った．そしてまだスポーッ種目が少なかった（当時

までの外来スポーッはボート，野球，テニス，陸上競技，フットボー

ル，ホッケー，スケートなどで試合が行なわれたのは前4者くらいで

あった）ために，選手間の対抗意識のほかに全学生を挙げての応援の

白熱戦があり，舌戦口角泡を飛ばす弥次の応酬がなかなか面白かった

という記録が残っている．

　その後この両校の対校試合は，定期戦となり，長く続き，他大学に

も影響を与え，学習院，慶応義塾，早稲田の各校に伝播し，明治35

年5月18日には，高師主催の下に，東都12校を招待した連合庭球

大会が開かれ，東京高師，高商，帝大，農大，慶応，東京専門（後の

早稲田），台湾協会（後の拓大），学習院，高工，美術，外語，高師付属

中などが参加し，紅白に分れて試合を楽しんだ．その頃の服装は，メ

リヤスのシャッ，黒ズボン，または和服の裾をはしょった姿に，素足

または足袋ハダシ，腰に手拭をぶら下げるという者もあったと小う．

　明治36年から，高師対高商戦に，早稲田，慶応も加わり，4校対

校戦が行なわれるようになり，大正2年に慶応は4校リーグから分離
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して，硬式庭球に移った．その後3校リーグは春秋2回挙行され，新

聞も紙面をさいてこれを報じ，全国ファンの関心を集め，テニスの普

及発展に貢献した．大正9年に入るや都下の諸大学は相次いで硬式庭

球部を創立する状勢となり，歴史的な3校リーグも発展的解消を見る

に至った．

　明治35年東京高等師範はテニス界にもう一つの貢献をした．それ

は今日の巡回コーチの性質を帯ぴた地方への遠征旅行で，京都帝大，

神戸高商，御影師範などの関西勢に一つの警鐘を与えて，普及へのき

っかけをつくったことであった．この結果関西地方のテニスは急速に

進展を見せたのである。

　当時の試合方法で，今日と異なる点を挙げてみると，……，

　サーバーはサービスのとき，相手に注意を促す意味で自らrプレ

ー」と唱えたことである．こ．れはフランスのJeu　de　paume時代に

rTenez！」と叫んだのと全く同じである．そして，紳士的なテニス・

マナーの本来のサーピス精神を表したもので，現在の如く敵の意表を

衝くという攻撃的なものと全く違っていて，サービスは第1球を相手

に提供するという意味から生じた言葉から考えると，当然なことで甚

だのんぴりした球戯（球技ではなく）という発生に由来したものであろ

う．また得点の計算は失点を数えて行くという形で，最初サーパー側

がエラーをすれば，ゼ・・ワンといわずに，ワン・ゼ・とカウントし

たものであった・技術の程度も甚だ低く，敵，味方の前後衛とも，コ

ートの後陣に位置し，互に緩球を打ち続けて，相手のエラーを待つと

いう戦法で，強い球で相手を急襲するという攻撃戦法はとらなかった．

朋治37年頃から東京高商の金原選手が，機を見て後陣より前進し，

スマッシュを打って前衛技術の端緒を見せるようになり，また同校の

高木選手が外人から学んだ硬球式の猛烈なrアメリカン・ッウィス

ト・サービス」の妙技を見せるようになり，テニス技術も次第に発達

するようになった．

　明治37年には，高師，高商，慶応，早稲田の4校の委員が高師に

集まり，協議の結果，軟式庭球の規則らしきものを作った．これが日
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本における庭球規則の最初のものである。

　東京高等師範学校のテニス

　東京高等師範は明治5年（1872）5月29日の創立で，校舎は湯島

旧昌平費の建物が充てられた14）とあるから，今年でちょうど100周年

を迎えたことになる，最初は単に師範学校と称し，明治6年8月から

東京師範学校となり，19年4月から高等師範学校と改め・35年3月

から広島にも同種の学校ができたので東京高等師範学校となり，昭和

25年東京教育大学となるまでの長い間この名称が用いられ，教育の

大本山とされてきた．

　テニスが正式に日本に紹介されたのは，前述の如く，体操伝習所の

アメリカ人教師リーランドによってであり，この体操伝習所は明治

11年文部省布達をもって，神田一ッ橋に設置され・体育教師養成機

関で，18年には東京師範学校の附属となり，19年4月には高師の体

操専修科となって発展的に廃止された．このようなわけで，テニスの

開始は高等師範であるといえるのである、

　アメリカ人リーランドが体操伝習所の教師として招聰された際当

時仙台英語学校に在職していた坪井玄道が，通訳として招かれ，リー

ランドを助けていたが，14年7月リーランドが任務を果たして帰国

した後，坪井はもっぱら体操術の指導に当たり，15年6月には「新

体操書」を著わし，18年2月には，田中盛業との共著としてr戸外

遊戯法」を出した．そして多くの外来スポーツを紹介したのである。

　東京文理科大学，東京高等師範出版のr創立六十年」には，この間

の事情を，

　　rテニスは，明治11年頃米人リーランドが始めて，我が国にも

　たらしたと言はれるが，本校では，16，7年頃坪井舎監の指導によ

　り，既にラケットを備へ，コートが設けられ・生徒一般にかなり上

　達を示すやうになつた．この外，べ一スボール，弓術，撃剣も器具

　を備へて有志の使用に委した．しかしその技能は到底今日とは比較

　すべくもなく，テニスが漸く体をなして居たに過ぎなかつた。」15）

と伝えている、
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　明治23年，東京高師は，三田土ゴム会社に委属して，軟球ゴム球

を造らせ，日本独特の軟球テニスが正式に始められたが，29年頃に

は，rテニスは，この頃校技と称せらるる程盛んで，全生徒殆んどラケ

ツトを手にしその費用も運動会（校友会の如きもの）が全経費の三分の

一以上を支出した．当時一橋の高等商業学校にても本校と相並んでテ

ニスが盛んであつたが31年11月始めて同校と対校試合を行い，そ

の後之を毎年の恒例となした、第一回試合に出場して活躍した選手は，

石井国次（後に学習院教授となる），関本幸太郎，今村孝次等であつた．

五番勝負，二組抜優退等の規則も当時定めたもので，32年高橋清一

は“実験・一ンテニス術”を著し，この技を普及するに努力した，」16）

ということである・東京高師は明治29年3月運動会なる組織を作り，

当初は，柔道部，撃剣銃槍部，弓技部，器機体操および相撲部，・一

ンテニス部，フットボール部，べ一スボール部の7部を設け，生徒は

その1部または数部に入って毎日30分以上必ず所属部の運動をなす

こととし，生徒は毎月5銭，職員は月給の百五十分の一を会費として

納めることを定めた．

　テニスは当時，高師と東京高商との専有物の観があったが，だんだ

ん他の学校にも普及し，35年5月には都下の10余校を招待し，テニ

ス連合競技を開催した．高師ではコートも，はじめは2面だけだった

が，35年末には大塚，お茶の水，永楽町の3寄宿にあるコートと計7

面になり高師庭球部としてはr・一ンテニス」という小冊子を出して，

テニスの普及発展に努力した．

　36年頃から，高師，東京高商のほか新しく早稲田，慶応義塾の両

大学が拾頭し，4校対立で覇を争うようになり，世間の注目を浴びる

ようになった。

　大正3年11月には，早稲田と高商と協力して，全国中等学校庭球

大会を開くことになり，かつ諸学校間の対校試合は，その後大正9年

の硬球の採用まで長く行なわれていた．特に高師対高商の試合は歴史

的意味が深いだけにその応援も熱烈であった，

　高師テニス部の優秀選手には36，7年頃に飯河道雄，安藤基平，浮
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田辰平などが輩出し，大正9年軟球になってからは，太田芳郎，古賀

吉造，白髭丈雄，それより少し遅れて森勝礼などの選手があった・な

かでも太田選手は大正13年（1924年）のオリンピック・パリー大会

に選ばれたが，不幸にも途中病を起こし，空しく香港に留らざるを得

ながった．しかし氏は卒業後ヨー・ッパ諸国に旅し，デビス・カップ

試合には日本を代表して出揚し，またイギリスその他のヨーロッパ諸

国のテニス大会にも出揚してたびたび優勝し，世界的に名声を博した・

　大正14年秋には，一時廃止されていた東京商大との歴史的対校試

合を復活し，毎年秋これを実施することとなった。

　以上が，日本テニスの導入からその後の普及発展に貢献した東京高

等師範のテニスと，当時交際のあった高商や他校との関係である・最

近私立大学のマンモス化と国公立大学の入学難，一部私立大学スポー

ッのセミプロ化などから，国公立大のスポーッは影をうすめたかの観

があるが，東京高師，東京・神戸両高商などのテニス界に果たして来

た割合は見逃すことができない，

　東京高等商業（一橋大学）のテニス

　東京高商のテニスの歴史は高師に次いで古く，明治20年の頃から

野球と共に一部学生の間で行なわれていたが17），その頃は硬式であっ

た．やがて軟式となり，これに興味を持つものはあまりなく，ごく少

数の有志の間で行なわれ’ていたに過ぎなかった・その後29年頃まで

は大した普及はなく，31年の11月東京高師との相談がまとまり13），

日本ではじめてテニスの対校試合が行なわれたのであった・この高師

対高商戦については，「日本におけるテニス対校戦の始まり」の篇に

詳述してあるのでここでは省略する。

　東京高商のテニス部がいつ頃部として発足したかは記録が見当たら

ない19）．r一橋専門部委員養成所史」の庭球部の項20）（p。285）にrボ

ート部と相並んで一橋最古の歴史を誇る我が庭球部の創設は遠く明治

20年に遡る．爾来，明治30年に至る迄は左程普及は見なかつたが，

30年以降隆盛を極め，強敵たる高師，慶応，早稲田を軍門に下し，

都下に覇を唱え，同39年には関西庭球界の覇者神戸高商の挑戦に応
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じ之を撃破した．」とある。しかしこの「一橋庭球部創設は明治20年

に遡る」という記録は，何を根拠にしたものか明瞭でなく，庭球部に

も，一橋大図書館にもこのことに関する古い記録は見当たらない，一

橋の端艇部はすでに明治18年に存在していたことは明らかである21）

が，テニス部の創立については明確なものがなく，信頼できる古い記

録としては，一橋五十年史の「運動に関しては明治18年以後学課中

に体操の一科が設けられ一外国語学校附属の高等商業には既に体操

があつた一兵式体操を課して学校が体育に意を用ふる様になると共

に学生の間にも運動熱が盛んに起つて来た．水泳のみは既に木挽町時

代から大川を利用して行われて居たが，合併後（明治18年後）先づ

盛んに興つたのはボートであつた．次いで各種の陸上運動殊にテニス，

野球等が始められたが未だ一部に限られ，一般に興味の中心となつた

のはポートのみであつた22）・」という文章で，これによると明治20年

頃，一部の学生がテニスを手がけたことは確かであるから，20年を

部の創設と書いたものらしい．さらに同五十年史の，明治30年以前

の記事にr運動方面に於てはボート依然として中心をなし，テニスも

此頃に到つて漸く行う者多きを占め，都下明治学院，青山学院の様な

宗教学校を除いては余り行はれぬ内にもボールの強い事を以て聞える

に到つた23〉・」とあるから，テニスでは早くから都下でも名を挙げて

いたことがわかる．

　明治35年11月全校団結の統一体として「一橋会」（ヒトッバシヵ

イと読む）が創立され，当時は端艇部を主として，庭球，柔道，剣道，

弓道部の4部が従の形をなした運動会があったが，これが一橋会の傘

下に他の文芸部と共に統轄されることになった，（この時，r一橋会員

は総て端艇部員たる事」という条項があった）．一橋会テニス部の初

代部長は志田鐸太郎教授であったが，それ以前のことは明らかでない．

　明治35年5月の国民新聞に，“高商の第二回・一ンテニス大会が

行はれ，帝大，高師，外語，慶応等各学校の来賓競技があつた”とい

うことを報じているし，その年の10月同新聞に“高商のコートで対

高師戦第七回大会が行はれ，第二回以来常に高商の勝利に帰してゐる



　50　　一橋大学研究年報　自然科学研究　13

が，斯界に名ある二校の試合で見物人数千名，高商は優退組四組を残

して又勝つた”と記されている．このことより察して，明治32年ボ

ートの対校レース禁止に対する欝憤のハケロとして，33～4年頃より

盛んに練習もやり，対校試合も行ない，当時は高師と共に庭球の両雄

として有名であった，

　一橋会庭球部は，明治36年の春，大会を行ない，秋には高師，慶

応を破り，37年4月には，高等商業学校で新設のコート開きを兼ね

て，各学校連合庭球大会を開き，この日最後の高師対高商の試合は

r両大関の決勝」といわれたほどであったが，r遂に高商が勝つた」

と時事新報は報じている．またこのシーズンには早，慶をも破って大

いに母校の名を高からしめた・この4校戦は毎年春秋2回行なわれ，

大正2年慶応が硬球に転ずるまで続いた．明治44年の秋には他校全

部を破るという大業を果たしている．慶応が硬式に移って4校から脱

した後は，早，師，商の三巴戦となり，大正年代における斯界注目の

年中行事となった．明治39年，関西の覇者として君臨していた神戸

高商の挑戦を受けて，第1回戦に勝ち爾来対神戸戦は毎年の行事とな

り，両者が硬式になって後も続けられた．大正9年3校（高師，早大，

神高商）制覇をなしとげた東京高商は，その年の夏，鮮満遠征より帰

って24），慎重審議を重ねた結果硬球採用を決定した。すなわち学校当

局の誠意なきに憤慨した庭球部は自ら蒲田に500坪有余のコート敷地

を得て，直ちに工事を急がせ遂に9月17日ダブルス2面を竣工し・

9月26日硬式採用の記念を兼ね盛大なる新設コート開きを挙行し

た25）。慶応に次いだこの決定は，高師，早大その他を刺激，同調させ，

続々と硬式採用に傾いた・したがって日本における真の意味の国際的

庭球史は実にこの年から始まったとい，うことになる・

　全世界注目のデ杯戦の第1回は，1900年（明治33年）で，ちょう

ど一橋のテニスが盛んになりかけた頃であったが，大正10年（1921〉

日本が初めて参加した時，日本代表に選ばれ，アメリカ代表チルデン

と熱戦を演じて世界の話題を賑わし，その後も国際的選手として活躍

した清水善造氏は高商の軟球時代の卒業（明治45年卒）であり，こ
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れと共に故柏尾誠一選手（大正2年卒），故岡本忠雄選手（大正6年

卒）等いずれもデ杯戦その他の世界的庭球大会に出揚活躍した人達で

あり，明治末から大正初期にかけて高商のコートで鍛えた人々であっ

た．

　また大正10年の極東選手権競技会（第5回上海大会）には浅野弓

夫（大正10年卒）・北川豊（大正11年卒）組が出揚し，翌11年に

姑アメリカより来朝したカリフォルニア大学のべ一ッ主将以下4名を

迎え撃った．

　昭和3年の第7回全日本選手権大会には，シングルスで牧野元（昭

和4年卒）選手が優勝し，一橋庭球部の名を再び斯界にとどろかした．

　一橋が主として行なった定期戦としては，関東大学専門学校選手権

大会，全国高専大会，対帝大戦，対文理大戦，対神戸商大戦，対東京

外語戦，対一高戦，対横浜高商戦などであり，なかでも対一高戦はも

っともカを入れたもので，この試合には清水善造氏の寄贈による清水

カソプが賭けられていた．

　とにかく，一橋は高師と共に日本テニスの開祖といっても過言では

ない．

　早稲田のテニスと安部磯雄

　早稲田の庭球部創設は明治36年10月剛26）であるが，これについて

は初期の部長をつとめた安部磯雄氏の手記が貴重な資料となっている

ので以下，木村毅氏のr日本スポーッ文化史」から引用しておく．

　安部氏が明治24年渡米して，ハートフォード（Hartfoτd，コネテ

ィヵット州の主都）の神学校に入学した当時，ここは学生40人たらず

の神学校で，テニス・コートが二つあって，安部氏にテニスの興味を

覚えさせた・r予は如何にして社会主義者となりしか」という自叙伝

のなかに，

　　r春や秋の如き運動の好季節においては，学生のほとんど全部が

　毎日一時間ないし二時間，庭球のために費すことになつていた．神

　学校には唯二つのテニスコートがあるのみで，他に何等運動設備は

　なかつた・しかし僅か40人位の学生であるから，午後の時間を学
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　生全部に割りあてれば二個のコートでも兎に角問に合うたのである，

　米国のことであるから，庭球といえば必ず硬球を用いることになつ

　ていた。私も入学当時から庭球をやり，後には大なる興味を感ずる

　ようになつた．三年間を通じて庭球のために全力をそそいだのであ

　るから卒業まぎわには40人中で第三位を占める二とになつた」と。

　また同氏の「青年と理想」という著書のrスポーッを語る」という

章には，

　　「私は卒業前にはハートフオードのベスト・フアイブの腕前にな

　ることができた．その後東京へ帰つて明治三十三年，三十五歳の時，

　今の早大の前身たる東京専門学校へ来たが，その当時学校のスポー

　ツとしては，柔道，剣道，弓道の日本古来のスポーッだけで私が早

　大へ来て初めて，学校としてテニスをやりだした、

　　当時は未だ各スポーッに単独の部長があるのでなく，学校の運動

　部長が又各部長を兼任していたものであるが，その運動部長に私が

　なつた．その後三十四年に野球部が創立され，自然わたしがその方

　にも関係するようになつた．当時のテニスはもちろん軟球であつた

　が，私はアメリカでやつた硬球から軟式にうつるので雑作なく，

　暇のある度にコートヘ出ては学生と一しよにやつたものだつた・当

　時選手だつた連中でいまいる人は橋戸君，河野君などであるが，私

　はまだその頃には，中でも一番強い学生と対等に試合ができた。一

　度学生組で一番強かつた三上，井上（これは共に有名な選手）組と

　私と当時野球部の選手であつた橋戸君と組んで試合したことがあつ

　たが，その時も何しろこつちが口の悪い者二人がそろつているので

　あるから問題なく勝つたほどであつた・橋戸君は野球部選手であつ

　たがテニスもやり，その当時，野球の選手では一番つよかつた．そ

　の後もひきつづきテニスをやつていたが，五十歳の時リヨウマチス

，で医者から運動を禁じられてやめてしまつた，しかし民雄，道雄の

　子供連が中学でテニスを始めたのは，まだ私がテニスをやめない前

　であつたため，夏休みの度に一家そろつて軽井沢へ行き，そこのコ

　ートでよく親子試合をやつたが，結果はもちろん問題なく私の方が
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　勝つていた．民雄はその後もずつと早大でテニスをやつていたため，

　テニスでは先ず成功したと思つている」．（安部民雄は昭和2年全日

　本庭球選手権大会で，シングルスおよびダブルス…福田雅之助と組

　み…で優勝しいる．）

　さらにこの間の事情を伝えているものとしては，針重敬喜著のrテ

ニスの人々」がある。その第六章r安部磯雄先生のテニス」の部を引

用させてもらうと，

　　「明治37年頃よりテニスの覇権は新興の私立大学，早稲田と慶応

の両校に移つて行つた、これは私立という自由な立揚から入学する者

の自由もあつたし・又テニスする時間の自由もあつたので，そこに自

然と新しいテニス国が樹立せられたのである．早慶の両大学がその頃

からテニスばかりではなく，野球に柔道に弓道によくその羽翼を延ば

して来たのであつたが，それには何と云つても大黒柱，支柱が無けれ

ばならない・その人は我が運動界の恩人安部磯雄先生である．安部先

生は早稲田庭球部，野球部の創設者であり恩人である外，日本運動界

の先覚者でもある・私は先生についてここ・に特筆大書してその功をた

たえなければならぬ．

　明治36年，私が（針重氏）早稲田に入つた時は，先生はもうそこの

教授として教壇に立つて居られた。早稲田に来られる以前は牧師をさ

れたり，出身校の京都同志社の教師を勤められたり，それから渡米し

て暫く，米国の大学に，それから欧州にも永く滞在せられたのであつ

たが，帰朝後大隈侯の嘱望により，早稲田の先生になられたのである．

私は坪内造遙博士，島村抱月先生，ラフカディオハーンの講義は聴き

洩らしたことはなかったが，他の講義は余り出席せず，友達のノート

を借りて間に合わし・その間にテニスをやつていた．そこで庭球部長

の安部先生の知遇を得たのであつた．

　安部先生は早稲田の野球部長で庭球部長を兼ねて居られたが，野球

の練習が始まる前後，必ずテニスコートに来て自らラケツトを握られ

た、黒ズボンに白の兵児帯，白の運動帽を被つて，背は低いがガツチ

リした体格でフオアー・ハンドは特に上手であつた．畜生ッ畜生ッと
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掛声しながら，選手と一緒に練習もし試合もして喜んで居られた．彩

が経営して居つたローン・テニスに昭和15年1月，私の話を書かれ

寄稿せられたものには次のような一文が載せられて居つた27）、

　　庭球の憶出　　　　　　　　　　　　　　　　　　安部磯雄

　私が米国の学校で勉強したのは，明治24年から27年までで，私

の学校はボストンとニユーヨークの中間にある，人口5～6万位の小

都市ハートフオード市にあつた．私は三年間そこに滞在して居たけれ

ども，曾て野球試合というものを見た事がなかつた．学生の口から少

しも野球の評判を聴かなかつたのであるから，その当時ハートフオー

ドには三流ど二ろの野球団さえなかつたのであろう，然し私共の学校

には二つのテニスコートがあつて，可なり多く利用されて居たようだ

私は専ら散歩を以て健康法として居つたのであるが，後にはテニスの

仲間入りをなし遂に大なる趣味を感ずるようになつた、言うまでもな

く，米国のテニスは硬球を用いるのであるから，私は最初からこれに

習慣づけられて居たので，帰朝の後初めて軟式を用いた時には勝手が

違つてまごついた．

　早稲田の教師になつた頃（明治32年5月早稲田に赴任）には野球と

云うものもまだ人々に顧みられ・て居なかつたが，庭球は殆んど有るか

無きかの有様であつて，大学（東京専門学校一早大の前身一）には柔

道と剣道の道場の外に，貧弱ながら弓揚があつたのみで，近くの早稲

田中学には幸にテニスコートが一つあつたから，私も時ル出かけて練

習試合をやつたものだ．然し，当時のテニスは実に幼稚なもので，専

門学校や中学校を通じて私に敵するものは一人もなかつたようだ

　私が自ら庭球と可なり親しき関係を有しながら，遂に野球の方に転

向したということについては，概略その理由を述べて置かねばならぬ・

私が明治27年の夏米国留学を終えて独逸に赴く途中，英国を訪間す

る事になり，7月12日，・ンドンに到着して，翌日の新聞を見ると，

前日オツクスフオード大学運動場において，米国のエール大学対オッ

クスフオード大学の陸上競技が行はれ，その結果オックスフオードが

大勝利を得たという記事があるではないか．私は乙れを読んで大いに
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感奮したのみでなく，何時かは自らもこれを実現すべしと決心した．

私が早稲田の教師となつてから，主として野球部のために努力したの

はこれがためであつた．

　然し私の考えていた希望に大隈総長の如き後援者がなくては決して

達せられるぺきものではない．第一回の米国遠征には財政的にも可な

りの欠損を生じたけれども，その後の野球部はこの点において何等の

心配がないようになつて，私は往時を追想して実に愉快に堪えない．

　私は今更野球と庭球の比較論を試みる考えはないが，概して言えば，

単に娯楽と云う立場から見ると，庭球の方が野球に優つて居るのでは

あるまいか．見物人の立揚から言えばもちろん野球の方が遙かに面白

いと思われるけれど，選手が練習する揚合には野球よりも庭球の方が

面白いのではあるまいか，早大野球部の創立時代においては度々鎌倉

師範の運動揚や，伊豆伊東の小学校の運動揚で冬季練習を行つたので

あるが，休、嘩・中若しくは練習後において選手が盛んにテニスの練習を

やつた事を記憶して居る．だから，練習は庭球の方が面白く，試合は

野球の方が面白いという結論になるのではないかと考える．

　当時からよく歌われた早大テニス部歌は針重敬喜の作詩で次の如き

ものだつた．

　天地の精気人の和を　　春は早稲田の岡辺に

秋は戸塚の夕影に

一度鉄腕振う時

再び立たば王冠は

全勝の栄今：絃に

光照らさぬ隅もなし

日本の硬式テニス

明治の初年頃，

葦めてなれるテニス団

勇める敵の影もなし

己が頭上に輝けり

芙蓉の峰の朝ぼらけ

見よや早稲田のテニス団

　　　　　　　日本で行なわれ，たテニスは，もちろん外国直輸入の

ものであるから硬式テニスであった．そして横浜，神戸などの外人宣

教師等が時々行なっていたが，僅かの日本人がまねる程度であった．

しかしその後日本ではこの硬式が素直にそのまま育たなかった．そし

て明治末まで，日本人のテニスは軟式一色であった．
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　大正2年，先進的な慶応義塾が，スポーッの国際状勢を逸早く察知

英断し，他大学に先きがけて硬式に踏切ったことは大なる英断であっ

た・東京高師，高商，早稲田などが，それより7年もおくれた大正9

年以後次ぎ次ぎと硬式を採用したことを見ると，慶応の識見と決断は

敬服に価する．しかも慶応は硬式に切換えてから僅か8ヵ月という短

時日の大正2年12月16日に，マニラ遠征のために4人の選手を送

ったことは，これまで斯界の先覚者としての面目躍如たるものがある．

　海外に出て，テニス界の状勢を見た者は誰でも，早く日本も硬式を

採用すぺきだという考えをいだいたらしい．たとえば早大出身の三神

八四郎は，アメリカのシカゴにいて，硬式採用を強く感じ，大正元年

の冬r武侠世界」という雑誌に次ぎの如き手記を寄せている．

　　r外国の運動を輸入しながら，外国と試合のできぬのは，テニス

　ぱかりである。すべての運動は世界的に発達してきたので，日本の

　み軟球を使用することは，世界と技を戦わすには駄目である．ゴム

　球（軟式）を使用しているのは，恐らく日本位のものであろう．外

　国では一度ゴム球を使つた後，今のような硬球を使うようになつた

　ことを知れば，ゴム球を使う日本が，それにならうことは当然と思

　う・硬球は高価だからゴム球を代用したので，別にゴム球が興味が

　あるとか，他に理由があるのではない．いずれにしても，我が国庭

　球の過去を顧りみ，併せて海外の庭球進歩の跡を探り，世界の大勢

　の向うところに従えば，近き将来において，我国が一般的に硬球を

　使用するようになることは明白である」

　と，すでに将来の見通しをたてて，硬球採用を進めている．

　また，当時イギリスに留学していた小泉信三（慶応のテニス部員，庭

球部長をした）は，1913年のウィンブルドン大会を見て，母校の硬球

採用決定を喜こぶという便りを寄せている．小泉氏は洋行前はむしろ

硬式採用反対論者であったという．当時はr軟球世界統一論」という

のが，新聞や雑誌に書かれていた時だけに，慶応の硬球採用には相当

反対非難もあった・このことを現在になって考えて見ると，世評を覚

悟の上，独り敢然と硬球を採用した慶応の決断と将来の見通しの自信
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には深い敬意を表さずにはいられない，しかし学校庭球が硬式化する

以前に，日本に硬式団体が全くなかったわけではない，東京・一ンテ

ニス倶楽部が1900年（明治33年）にはすでに創設されていた．二

れはテニスそのものが本体でなく，元来が内外人の社交機関的な存在

で，コートを三年町に持ち，倶楽部員だけのトーナメントが行なわれ

ていた．当時，外人選手が日本に寄港した時，他に適当なコートがな

かったので，その歓迎試合やエキジビション・マッチなどは，いつも

このコートが使用され，外人の妙技はここでのみ見られるという状態

であった・また一方，軽井沢には夏季だけ外人の宣教師が集まるクラ

ブがあって，同好の日本人も時にはそのトーナメントに参加していた．

　他方関西では，三神八四郎等の尽力により，大正6年に豊中にコー

トを設け，大阪・一ンテニス倶楽部が結成された．

　かくして軟式のみに閉ぢこもっていた日本のテニスも，硬式化と共

に，大正の初中期に熊谷，柏尾，清水，三神等の国際的優秀選手が出

現し，マイクリック米国庭球協会長らの強い勧めを受けて，デ杯戦に

参加することとなり，大正11年3月11日には日本庭球協会が創立

され，初代の会長には朝吹常吉氏が就任した．

　日本のような貧乏国が軟式から硬式に移るには，経済的に幾多の困

難があった。当時の苦心の一端を記してみよう．ラケットなど軟式用

ので間に合いそうだと思って使ってみると，ガットがすぐ切れてしま

う。強く打てば破れるし，買うにしても，どこの運動具店にもあると

いうわけには行かず，当時銀座にあった特別な店か，横浜まで出かけ

て舶来のものを求めねばならなかったし，品物も数多くあるわけでは

ないから，急に手に入らぬこともある．ボールは軟式と比較すると大

変高価で，入手も思うようではない．学生は東京・一ンテニス倶楽

部に行って，使い古しのボールを懇願して安く1個1円くらいでわけ

て貰い，洗濯して汚れを落とし，ワイヤーブラシでこすって毛を立て

て使い，最後にはフェルトをはがして裏返して貼りつけてぎりぎりま

で使うという状態だったという．こんなわけで，費用は，軟式庭球部

時代の4～5倍はどうしてもかかった．現在でも高校，中学などで硬
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式があまり行なわれていない原因の主なものは，この経済的理由であ

ろう．

　このような状況のなかで，硬球を採用した日本のテニス界からは，

清水，柏尾，熊谷，神田，原田，太田等の世界的選手を出して斯界を

瞠目せたことは，すでに周知の事実である，

　軟球と硬球，および軟球内部の混乱

　既述の如く，明治初年日本にテニスが導入された当時は，外国（大

体はイギリス，アメリヵ）製の硬球を購入して使用していたのであった

が，輸入の不便と経済的な理由から，日本独特の軟球が考案され，ご

く一部（東京・一ンテニス倶楽部，軽井沢の外人クラブなど）を除い

ては，長い間，すなわち大正2年に慶応が硬式に切りかえ，大正9年

にその他の諸大学，高専も硬式テニス部を創立するようになるまでは，

各地で，軟式が行なわれていた．

　そして，このように各大学などで硬式を用いるようになった後でも，

軟式には軟式の長所，特長があり，これを捨てきれない人達によって，

軟式はその後も長く続き，今日まで普及発展してきたわけである。

　国際的視野に立って，いち速く大正2年に硬式庭球の採用を宣言し

て，軟式テニスから引退した慶応は，早大にも硬式採用の誘いをかけ

たが，早大としては予算その他の関係から時機尚早の感があり，まだ

そこまでは踏切れなかったので，慶応を除いた高師，高商，早大の3

校争覇戦は古い伝統をもつ大きい試合として，その後も長く続き，世

間の人気を集めていた．

　慶応が非常に早く硬球に転じた原因には，もう一つの理由があった，

それは，明治39年早慶野球中止事件28）の波がテニスにも波及し，恒

例の早慶軟式庭球対校戦まで中止せざるを得なくなった，このため慶

応は，軟式庭球に対する興味も薄まり，先輩の慰態もあって硬式化の

時機を早めたという見方もある．この間の事情を，福田雅之助氏は，

　「庭球五十年」なる著書のなか29）で，“多年，軟球界の大立物だウた

慶応が，大正2年とつぜん国際的ボールすなわち「硬球」を使用する

ことを発表して，高師，高商，早稲田の仲間から去ったのは，いっそ
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うの淋しさを感じさせた．早稲田としては，たとえ硬球を採用しても，

慶応とは試合ができない状態だった．それで軟球に留まったことは，

当時の早稲田の山崎選手の話である”，と．

　関東の高師，高商，早稲田，慶応に対して関西では，神戸高商，三

高，御影師範が盛んで，やや遅れて東大，京大なども参じ，これら各校

間の対校試合は明治末から大正にかけて頻繁に行なわれた．こ．の間の

試合の状態については，前述r庭球五十年」に，各試合について，各

校の選手名を挙げ詳細に勝敗や応援の状態についてまでも述ぺてある．

　大正7年・早稲田は満鉄の招待で，神戸港から遠征に旅立ち，大連，

遼陽，撫順，長春，奉天を回り，帰路全朝鮮とも試合して帰った．

　大正9年を迎えて，東京高商に待望久しい3校制覇神高商，高師，

早大の機が到来した．その余勢をかって高商はその年の夏，満洲遠征

を敢行して，帰京すると，硬式採用の声明を公表した．機も熟してい

たので，東京高師，早大もこれに同調したので，全国の各大学，専門

学校の多くも軟式を惜しげもなく捨てて硬式採用を決定した．

　しかし前述の如く，軟式のよさを認めている所も多く，東京医専，

東洋大学，国学院大，中央大学その他の諸学校のクラブ，実業団など

では依然として軟式にとどまり，大正12年3月にはr東京軟球協

会」が結成された・そしてさらに13年4月には全国に会員を広めて

r日本軟式庭球協会」と改称した．そして，この年から同協会主催の

もとに，r東西対抗戦」が行なわれることになり，第3回までの会揚

として，大阪宝塚コート，東京京華中学校コート，名古屋愛電新舞子

コートの各コートが使用された．

　大正13年10月25日に，明治神宮競技揚が完成し，10月30日

から11月3日まで，第1回明治神宮体育大会が，内務省主催によっ

て挙国的体育行事として開催されたが，その競技種目のなかに軟式庭

球が入ρていなかった．そのため軟式界から不服，激怒もあり一時混

乱したが，翌14年からは軟式も加えることにななって解決した．そ

のため競技規則を改めて制定することとなり，この新規則のなかに

rダブルスの際，一組の二人が交互にサービスをずる」という硬球流
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の規則があったので，軟式庭球をして硬式化せしめる意向が含まれて

いるという非難がでて問題となり，意見が対立した．この神宮ルール

に反対したのはr日本軟式協会」側であり，神宮ルールを支持する者

は別にr全日本軟式庭球連盟」なるものを大正15年12月に設立し，

二の2団体はその後昭和3年まで全く相対立して，別々に大会などを

主催した．特に反目の頂点に達した昭和2年には，8月27，28日の

両日，一方ではr日本軟式協会」主催の選手権大会が戸山学校で挙行

されているのに，同月同日他方ではr全日本軟式庭球連盟」主催の大

会が東京帝大コートで行なわれたという不幸な状態にまで進展した・

しかしこのような，同一競技に二つの機関が対立しているというはず

かしい，不幸な状況を心から憂うる人達の尽力，奔走によって，昭和

3年両団体の協定が成立して，新たに「日本軟式連盟」が創立され，

その後数年は小康を保った．しかし昭和7年に至るや軟式庭球界には

再ぴ混乱の嵐が起こった．

　それは，軟式庭球は日本独特のスポーツであるから，硬式庭球の附

属物のような処遇を受けることに，断固として反対するということで，

r日本軟球連盟」の東京府支部長宮田光雄を会長として，旧競技規則

を採用すると宣言し，名称はそのままr日本軟球連盟」という新団体

が結成された．これに対しいわゆる神宮ルールを絶対的に支持する元

の「日本軟球連盟」は名称をそのままにして，事ごとに相対立したの

で，全国の軟球界は同名称の二団体のそれぞれに分れて，全くの混乱

状態になってしまった．

　その上，その頃（昭和7年頃）前述の如く大阪では，鳥山隆夫氏が

準硬球という球を考案して使用し，独自の庭球をはじめ，大阪時事新

報社を中心として，角一ボールを支持し，混乱の上にさらに三分した

形となって，大ゆれにゆれたのであった．しかしこんな混乱が長く続

くはずもなく，昭和7年秋頃から両連盟の歩みよりが見られ，昭和8

年1月25日に，統一団体が組織され，新しくr日本軟球連盟」が再

出発し，4月2日に各地代表の評議員を東京に招集し，創立総会を開

き，連盟規的その他の決議を行なった。
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　この規約で，前後衛交互のサービス制は廃止されることになり，さ

らに翌年2月4日の改正によって「サービスは，その組の前，後衛い

ずれでも随意であるが，一ゲーム中において交代することはできな

い」となり，一人のものが，全ゲームのサービスをやっても差支えな

、、ことになった，

　その後の軟式庭球は全国の各地のみでなく，台湾，朝鮮にまで非常

な勢で普及発展した．

　準硬式テニス

　硬式テニスの技術を高めるには，最初から硬式を練習した方がよい

ことはいうまでもない、日本のテニス選手は，幼少時代は軟式をやり，

高校，大学に進んでから硬式をはじめるというのが常道である．これ

では廻り道であり無駄が多いことになる．日本のテニス史を顧りみる

と，古い頃の国際的大選手はいずれも，こうした道をたどっている。

すなわち日本から最初にデ杯戦に参加した（1921年一大正10年）熊

谷一弥，清水善造，柏尾誠一郎をはじめとし，その後，昭和8年のデ

．杯選手佐藤次郎まではすべて，軟式から硬式へ移った人達であった．

　この軟式から硬式に入る技術的困難や・スを解消することが，硬式

技術進歩の一つの鍵となるということに注目し，これを実行しようと

した人があった．

　大正の末期（13年頃）から，大阪の鳥山隆夫氏は，中学校（旧制）

の年齢頃から硬球を使用できるようにとの意図の下に，フェルトで被

覆はしないが，ゴム地を厚くし，重量が硬球程度のものを角一ゴム会

社と協力して試作し，これを準硬球と名づけて広く世に広めようとし

た．大阪毎日新聞社もこれに協力し，全国中等学校選手権大会を開催

し・この準硬球を使用することにしたので，関西地方の中等学校はた

いていこの準硬球を採用するようになった．そして準硬球で育った人

のなかからも何人かのデ杯選手が出現した．このようにして準硬球は

一時盛んになったのであったが，そのうちに準硬球独特の打法が行な

われるようになり，これがかえって硬球転向のさまたげになるという

批判があって，幾年も経たないうちに廃止されてしまい，全く一時的
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の短い運命に終わってしまった．

　この準硬球を発案実施した鳥山氏について，もう少し紹介しておく・

　鳥山隆夫氏は初め慶応に入学し，見事なテニス振りを発撞していた

が，如何なる理由があったのか不明だが，後に明治大学に移ってその

主将をつとめた．氏はテニスばかりでなく，野球のキャッチャーとし

てもなかなかの腕をもっていたという．独創力に富んでいたので，テ

ニスの硬球が高価であり一般普及に難色ありとして，準硬球を考案し

たわけである．

　庭球についてはひとかどの主張を持っていたし，なかなかの才人で

各方面に発展し，碁，将棋も段をもち，ことに弓道にも大した腕の持

主であった．ある時汽車の事故に遭い，視力を失うかと思われたが，

それも克服してその後も各スポーッに腕を振った・後年会社の重役に

納ったが，テニス界に尽した貢献は見逃せない人であった。氏は昭和

15年頃は，株式会社合成化学工業所の専務取締役を務めており，針

重敬喜氏の主宰する雑誌「・一ンテニス」によく稿を寄せていた．
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オリンピック大会とテニス

　テニスは古い歴史と品位ある伝統をもち，十大スポーッのうちに数

えられ，世界の各国によく普及しているスポーッでありながら，現在

はオリンピック大会種目のなかに含まれていない．このことについて

疑問を持つ人が多いので，そのことについて明らかにしておきたい．

　もちろんテニスは，最初のうちオリンピック種目のなかの主要な競

技として行なわれていたのであった。すなわち第1回大会（1896，明

治26年）から，第8回パリ大会（1924，大正13年）まで行なわれ，

日本からも第7回アントワープ大会には，熊谷，柏尾選手が出場して，

単複ともに第2位を占め（単は南アフリカのレイモンドに熊谷が決勝

戦で3：1で敗れ，複はイギリスのターンブル，ウースナムに3：1

で敗れた），第8回パリー大会には福田，原田，岡本，本田（太田急

病にて遠征途中上海に留り，本田が代わる）選手等が出場して活躍し

た．このように，第8回大会まで加わっていたテニスは，第9回から

姿を見せなくなった．これについて，日本体育協会編rスポーッ八十

年史」（231頁），r日本スポーッ百年」（277頁）には，“そしてこの

後は国際庭球連盟とオリンピック委員会の見解の相違から庭球競技は

脱退するのやむなきに至った．”とだけしか述ぺてない．

　オリンピック大会で行なうべき競技種目については，オリンピック

競技一般規則の第五条「プ・グラム」の項に，「公式プ・グラムは，

国際オリンピック委員会の承認した分類に従って規定する．而して次

の種目を含む」として，陸上競技，体操，ボクシング，フェンシング，

レスリング，射撃，ボート，水泳，馬術，近代五種目競技の10種目

を挙げている．故にこの規定から見ると，どうしても以上の10種目

o
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は行なわなければならない必須種目なのである．次にr自転車，重量

挙，ヨット，サソカー，ラグビー，テニス，ポロ，水球，ホッケー，

ハンドボール，バスケットボール，ペロタ及び芸術競技（建築，文学、

音楽，絵画，彫刻）の各種目は公式の競技期間において決勝競技を行

い得るものを組織委員会において選定の上組み込むことができる」と

してあり，これでわかるように，オリンピック組織委員会において実

行したいと希望したときは，国際オリンピック委員会の承認を経て組

み入れられるものである．

　以上の規定から，テニスは実施，除外，いずれでもその時によって

自由にできる種目であることがわかる．

　さて，テニスにおける国際的な大試合としては，個人戦としてのウ

ィンブルドン大会と，団体戦としてデビス・カップ戦があり，前者の

第1回は1877年（明治10年）で，後者の第1回は1883年（明治16

年）一正式にデビス・カップ・マソチとして第1回は1900年（明治33

年）であるが，そもそもの起こりは英米間の交歓試合に起源していた．

　こうして見ると，この両者ともオリンピック第1回の1894年（明治

29年）よりは10年以上の古い歴史をもった国際的大試合であり，

それなりの誇りと伝統，方法，しきたりというものをもっていて，オ

リピック以上の重要さをもった行事となっていたのである．そしてデ

杯戦の方式は，ゾーンごとの予選があり，デ杯保持国（前年優勝国）

に対する決勝戦挑戦までかなりの期間を必要とし，しかもこ・の間に試

合地が何力国かにまたがるという大変な方式をとっている．たとえば

5月頃から始まり8月頃まで3～4力国くらい東奔西走，南船北馬し

て決勝まで漕ぎつけるというわけである．したがってこれを考えただ

けでも，オリンピック大会出揚とのかけ持ちは困難である．デ杯戦は

テニス界においてはオリンピソク以上の重要さをもった伝統的な大会

であり，しかも毎年行なわれているというわけで，両立困難となれば

デ杯戦をとるということになろう．

　また，オリンピック大会挙行に関する規則のなかの，大会の時期と

期間の項にr競技会の期間に開会式の日を加えて16日を越えること
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はできない」と定めてある．ところがテニスは，屋外の競技で雨天の

日は実施不能である．他の競技はたいてい雨天決行で延期しなくても

できるが，テニス大会は期間延長にならざるを得ないことがある。こ

の点から期日に制限のあるオリンピックには不適当な競技でもある。

このようなわけで時期と期間の関係からも両立はむつかしい時がある。

また，あるテニスの大家の直話では，1924年前後頃の国際オリンピ

ック委員会（lntematioPal　Olympic　Committee，1．O．C．）会長と，

国際庭球連盟（lntemational　L＆wn　Tenロis　Feder＆tion）会長とは

犬猿の仲であったということも見逃せない事実だった，ということで

ある，

　結局，国際庭球連盟としては，デ杯戦の方に重点をおいているので

オリンピックには加わっていないという乙とである．

テニス解説年表

B．C．500年頃（第四

代驚徳天皇時代）

11世紀以前

11世紀頃

1230　（後堀河天皇寛

喜2年，鎌倉時代）

1292（伏見天皇正応5

年，鎌倉時代）

・エジプト，ペルシァ，ギリシア，ローマなどで掌

でボールを打つ球戯が行なわれていた・これは

Paumeの元祖的球戯で，古代のHand　Ba11と

　もいわれている．

・ローマ人はPilaという名称で行なっていた．

・アラビア語のrahat，あるいはラテン語のraha

は，手の平を意味する語で，これがmcketの語

源となっている。

・イングランド，スコットランド，ウェルズなどで

Le　paumeの起源となったH：and　Ba11が行なわ

れていた．これがフランスに入って，Le　p離me

という球戯ができたらい・，

・ヨー・ッパの僧侶や貴族が室内競技として，やが

てテニスとなる球戯（Pauエne遊ぴ）をしていた．

・フランスに最初のコートができた．この頃フラン

　スではLejeudepaumeという名称で行なっ
ていた，ボーノレは皮のなかに毛をつめ込んで作ら

れたものだった。

・パリーに“palm　play”のボールのメーカーが3σ

軒リストされている。



1360年頃

1365（後村上天皇正平

20年，室町時代）

1490（後土御門天皇延

徳2年，室町時代）

14世紀→15世紀

15世紀末

1552（後奈良天皇天文

21年，室町時代）

15世紀→16世紀

1591

1596頃（後陽成天皇

慶長元年，安土・桃山

時代）

16世紀

16世紀末

1657頃
1678（霊元天皇延宝6

年，徳川時代）

1697（東山天皇元禄10

年，5代綱吉）

1750頃

1767（後桜町天皇明和

4年，10代家治）

1787（天明7年）
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・室内競技としてイギリスに渡ったLe　Paumeは，

Tennisと呼ばれるようになった．

・エドワード三世の命により，イギリスに初めてコ

　ートができた，

・イギリスで人々がお寺参りよりもテニスを好む傾

向となったので，ヘンリー七世（在位1485－

1509）は法令により，一般市民のテニスを禁止し
た．

・イタリア，フランスで貴族の室内コート・テニス

が盛んであった．

。やや形をなしたラケットが現われた．

・最初のルールがフランスでつくられた．

・フランス製のボールが盛んにイギリスに輸入され

た，イギリスのボール製造工揚Ironmongers’

companyはボールに関する保護貿易を請願した．

・上記の二度目の請願をした．

・ポームの球戯館が，パリーに250あった．

・英仏でコート・テニスが隆盛をきわめ，パリだけ

　でも1，800あまりのコートがあった．

・フランスでは職業選手が現われ，賭が盛んになっ

たため，ついにポームが禁止されるようになり，

　しだいに衰微の傾向となった．

・ポームの球戯館が，パリーに114と減じた．

・プレーを楽しくするため，無得点（zero零点）

　を表すのにラブ（10ve）という語が使用されはじ

　めた．

・イギリスでBisk（Bisque，テニスでハンデキャ

　ップをつけること）という語が使われはじめた．

・フランスで，プロ選手の八百長や賭が行なわれて

いた．

・クリケツト・クラプ員であったWilliamHickey

が，・ンドン郊外で自分達で改善して名づけた

　「フィールド・テニス」を行なった．

・長崎出島の西洋館で，ラケットでウーラングを打
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1829（仁孝天皇文政12

年，1！代家斉）

1832（天保3年）

1873（明治6年）

1874（明治7年）

1874（明治7年）

1875（明治8年）

1877（明治10年）

つ，バドミントンの如き遊びが行なわれていた．

・アーサー・ハーベィ卿（LordArthurHervey）

が友人と従来のゲームを改良した・

・Field　tennisが行なわれた絵が残っている・

・ウィングフィールド（Walter　Clopton　Wingfi－

eld）がSphairistikeと名づける球技を考案発表

　した．これがローン・テニスの始まりであった
（12月）．

・ウイングフィールドは，コートの区画線をテープ

で作り，「持ち運びできるコート」として特許申

請した，

・ヒース・コートというテニスの覇者が，裸のゴム

球に白いフェルトをかぶせた球を造った，

・Wingfeildは前年発表の規則を改正した（11月）

・Mary　E．Outerbri（1ge嬢がアメリカにテニスを

持ち帰って紹介した．

’イギリスでMarylebone　Cricket　Clubの役員た

ちが統一規則書を作成した（5月29日）・このと

きサーバーのみが得点し，1ゲームは15点であ

　った．この頃イギリスで盛んに芝生の上で行なわ

れたので，ローン・テニスの名で呼ばれるように

なった．

・アメリカでもローン・テニスと呼び，ステートン

島にはじめてコートがつくられた。

・アメリカのウィリアム・アップルトンが用具一式

を輸入して，ナハントの別荘に正式のコートを作

　ってやり始めた・ドゥワイトやセアーズ等がこの

　コートでプレーした．

・全英クロッケー・クラブが「All　England　Cro－

quet　abd　Lawn　TennisClub」　と改称し，　ロー

　ン・テニスを追加採用した・規則委員が任命さ

れ，従来鼓形だったコートが78呪x27呪の長方

形に改良され，「ラケッツ」（Rackets，種目名）の

　スコアの代わりに「テニス」のスコアを採用し，

Fifteen，Thirty，Fortyと記録するようになった，

・最初のローンテニス選手権大会がウィンプルドン

で開催され，これがウィンブルドン大会の始まり



1878（明治11年）

1880（明治13年）

1881（明治14年）

1883（明治16年）

（同年6月11日）

1884

1885（明治18年）

1886

1887（明治20年）

1887
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　となった、その時22名の参加者があり，優勝者

　はRacketsの名手Spencer　W．Goreであった
　（7月9日），

・6月リーランド来朝，9月体操伝習所設置さる．

　リーランドが伝習所にテニスを紹介した．

・この年イギリスで改良された規則が現在の規則の

　骨子となった（ネットからサービス・ラインまで

　の距離が21吹とか，ネソトの高さ，サイドの交

替の方法，サーブの時両足をぺ一スラインの外に

置くなど）．

・アメリカのステートン島で最初のトーナメント大

会が開かれた（9月）．この時アメリカでは統一

　ルールがなく，使用球も一定していなかった．

・合衆国・一ン・テニス協会（U・S・Lawn　Tennis

Association）が創設され，統一ルールに基づく

全国トーナメント第1回大会がニューポートで開

かれた．

・英米間にて非公式のテニス試合が始められたが，

　これが1900年のデ杯戦に発展した，

・米国ステートン島婦人戸外スポーツクラブは，は

　じめて女性対象のテニス・トーナメント大会を開

催した．

・日本において，R　W，Stτangeが丸善書店から

rOutdoor　Games」を出版し，そのなかでLawn

Temisの解説をしている．

・坪井玄道がテニスを公開した．

・坪井玄道，田中盛業共著「戸外遊戯法」出版さ

れ，・一ン・テニスも紹介された．

・イギリス宣教師A。ショーが軽井沢を避暑地とし

て利用し始めた．

・アメリカの女子選手権トーナメントが公式的にフ

　ィラデルフィア・クリケット・クラブで行なわれ

た．

・アメリカ西部にもテニスが波及し，カリフォルニ

アでも最初の州選手権トーナメントが行なわれ

た，

・東京高商の一部の学生がテニス（硬式）をやり始
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1890（明治23年）

1891（明治24年）

1892

1896（明治29年）

1898（明治31年）

1898頃

1899（明治32年）

1900（明治33年）

エ901（明治34年）

1902（明治35年）

めた．

・三田土ゴム会社が東京高師の委嘱により軟球を製

造し始めた．

・全仏テニス選手権大会が，・一ランギャ・ス（バ

　リーの有名な庭球場）にて初めて開かれた・

・この頃すでに，軽井沢でテニス・トーナメントが

行なわれていた．

’東京高師に運動会が組織され，ローンテニス部・

　フートボール，べ一スボ’一ノレなど7部が設けられ

た（3月）．

・東京高師対高商の第1回テニス大会がお茶の水で

開かれた（11月20日）。

・この頃ボール1個の値段が7銭であったが，だん

だん騰貴して，8銭，10銭，12銭，15銭とな

　った．

・D．F．デビスが1883年以来行なわれ，ていた英米

間のテニス試合に，カップの寄贈を申し出た。

・デピス・カップ戦が正式名を「The　Intematio－

nal　Lawn　Tennis　Champions姐p」と名づけて

始められた．

・東京ローンテニス倶楽部創設，

・高橋清一が「実験・一ンテニス」なる著書を金昌

堂より出版。

・慶応義塾大学庭球部創設，

・この年の春，慶応は初めて東京高師に挑戦し，5

月7日大塚のコートで試合，

・東京高師は関西に3月31日よリテニス遠征に出

発，関西のテニスを刺激した，

・5月18日高師主催で東都12校を招待し，連合
　テニス大会を開く，

・5月24日高師対外語の試合。

・高師庭球部は9月に「・一ンテニス」（橋本吾作，

秋田友作，辻信一等執筆）を出版，この書でネッ

　トの高さを3尺2寸くらいにすると快球が打てる

　という意見を出している。坪井等の「戸外遊戯

法」の・一ン・テニスの解説に，「綱ノ高サハ三

尺以上四尺以下ナルベク」とあるためか，当時一



1903（明治36年）

1904（明治37年）

1905（明治38年）
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般に三尺五寸から四尺くらいでやっていた。

・12月に高見沢宗蔵が「・一ンテニス術」を尚栄

堂より出す，

・10月19日高師対高商の第5回あり，高師は2回

戦以来連敗．

・デ杯戦に英米以外の各国参加を認め，ゾーン制と

　なる。

・早大庭球部誕生（10月）・その他の各校にも，前

年頃からテニス部創立され，対校試合盛んとな

　る．

・高商対慶応，高商対早大の練習試合を行なう・

・高師対学習院，高師対早大，高師本科一年対美術

学校等開始さる・

・9月に渡辺精一が「ローンテニス」を出版．

・10月に東京高商庭球部（片柳台三，浜崎素，和

田益得，竹下次男等執筆）編の「・一ンテニスの

友」が新橋堂書店より発行さる、この書では「テ

　ニスに用ふるボールに二種ある．即ちテニスボー

ル及びゴムマリの二即ち是れ，テニスボールは特

にテニス用として作られたもので，厚いゴムのボ

ールをフランネルで蔽つたもの，然し此ボールは

其価高きを以て我邦にては一般に用ひられぬ・我

邦で現今用ひらるるものは此の代用として普通の

　ゴム球で目方も至つて軽い」とあり，硬球は高価

であるため使用できなかったことが明記してあ
　る．

・この年まで日本庭球界は高師，高商の天下だっ

た．以降早慶を加えた4大雄鎮の時代に入る．

・春早大は高師を，秋慶応は高商を破り，10月29

日三田台上で，早慶第1回戦を開く（日没中止）．

・10月16日伝統の師商戦で，高師は雌伏6年，第

　2回以来の汚名を返上した。

・高師，高商，慶応，早大の4校の委員が高師に集

まって「庭球要項」を作製し，最初の軟式庭球規

則の基礎ができた・

・4月23日，高商主催の府下各学校連合テニス大

会が開かれた．
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1906（明治39年）

1907（明治40年）

1908（明治41年）

・5月14日第2回早慶戦の最中，慶応の主将小泉

信三が病気になり二時間余休止し，回復後再開し

た．当時はまだ棄権にする規定も判然としていな

かったためである．

・テニスが新聞記事に載り始めたのはこの頃からで

ある，すなわち11月8日の万朝報に‘‘早慶戦中

止に，審判水谷（早）が伊藤のボールが四寸も出た

のをインにした．立合審判青木（慶）の異議は当

然である．これによって慶応は大部損をした・本

月三日電報新聞のr秋の庭球界」は不快である”

　と載っている，

・全オーストラリアテニス選手権大会始まる．

・4月10日東大対京大戦始まる・東京帝大がテ

ニスで表面的に顔を出したのはこれが最初であ

　る．

・高商対早大（10月16日）およぴ早慶戦（10月

22日）共にボールのイン，アウトで紛擾し，両

試合とも中止となる・審判法（第三者を審判員に

依頼せず双方から半数ずつ出した）の不備・選手

の態度などに問題があったためと見られる・

・神戸高商庭球部創設，関西の各学校，会社銀行に

　も普及，（同志社，大阪高工，大阪高商，京都商

工芸，岡山医専，各師範，三井物産など）・

・神戸高商は対東京高商戦（4月28日）のため上

京したが，その小手調ぺのため，高師，慶応，早

大と戦ったが全敗した．

・早慶は高師，高商を凌駕しはじめた・早大は関西

　に遠征し（12月6日），同志社，三高をコーチし，

大阪師範，御影師範，神戸高商大阪高商・社会

人チームなどと戦ったが，全勝して関西に多大の

影響を与えた．

・関西の各学校の対校戦盛んとなる。

・浜寺大会（関西中等諸学校連合大会，浜寺公園に

　て，後年中百舌に移る）始まる・初回20校参加

　（大阪毎日主催，7月26日）。この頃までに社会

　人のテニス倶楽部が若干あった（青山倶楽部，K

　B倶楽部など）、しかし技儒は学生に及ぴもつか



1909（明治42年）

1910（明治43年）

1911

1912（明治45年）
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　なかった．

・明治大学テニス部創設，仲間入り披露の意味で4

　月18日各校を招き連合大会を駿河台コートに開
　く．

・早大庭球部が「最近庭球術」なる書を4月に運動

世界祉より出版．

・慶応は関西遠征に出る（12月26日）．

・早大は第2次関西遠征に出る（4月）。

・東京帝大，福岡大の京都遠征，東京高商の下神な

　ど，テニスの遠征試合が盛んであった．

・京都帝大主催第1回全国高専庭球大会（4月6日

　より4日間）．

・硬式テニス選手2名（朝吹常吉，山崎健之丞）マ

　ニラのカーニバルに日本代表として日本から国外

に出て国際試合に参加した（2月2日一10日）．

・京浜中等学校テニス大会（4月29日），武侠世界

社主催，早大コートにて．

・明治後年から大正初めにかけて，女学校にもテニ

スが普及されてきた．ことに関西の女学校が盛ん

であったが，公開試合は行なわれなかった・

・慶応は2月19日に硬式採用を決定し，4月より

練習を開始．

・慶応の4選手（熊谷一弥，野村裕一，市川重三，

三蛎進）マニラの東洋選手権大会に出揚（12月

16日一1月21日）．この時熊谷選手は，アメリ

　カのジョンストン，フォットレルと互角に戦い，

世界的プレーヤーとして活躍した．

・高師，高商，早大の3校主催で全国中等学校庭球

大会開く（11月早大コート）、

・神戸高商主催第1回関西中等庭球大会（6月）・

・第2回極東選手権競技会（上海にて5月14日よ

　り）に陸上8，水泳1，テニス2（熊谷，柏尾），

自転車1，外2計14名参加．テニスは単複に優

勝す．

・マニラの東洋選手権大会（1月1日より）に，マ

ニラテニスクラブからの招待で，熊谷，三神両氏

出場しシングルスで熊谷選手優勝す。
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1919（大正8年）

1920（大正9年）

・5月熊谷，三神は朝吹氏の後援を得て渡米し，三

ヵ月間テニス修業（5月31日出発，10月7日帰
京）。

・清水善造は，三井物産インド・カルカソタ支店に

在勤中硬式を練習し，ベンガル州選手権大会に出

揚し，選手権を獲得，以後8年まで選手権を確保

　した．

・大阪では，三神八四郎の提唱により豊中にコート

を設け，各大学の先輩を集め，大阪ローンテニス

倶楽部を作る，

・第3回極東選手権競技大会が芝浦に開催（5月8

　日一12日），テニスでは熊谷，松原，三神選手出

揚，熊谷，三神組の複と，熊谷の単がフィリピン

　と決勝し優勝す・

・熊谷は三菱銀行ニューヨーク支店勤務中，全米ラ

　ンキング7位となる．

・早大は満鉄の招待を受け鮮満遠征に出発（6月29

　日），

・この頃から関西で女学生庭球大会を開催し，毎年

　二れを続行した（大阪時事新報主催）・また大毎

の浜寺大会にも女子のテニスを加えるようになっ

　た．（関東では大正10年から女学生大会を開い
　た）．

・熊谷は全米ランキングでジ日ンストン，チルデン

　に次ぎ3位となる。

・三神氏は日本テニス硬球化への先覚者であった

　が，渡比中落馬が原因でダバオ病院にて客死（12

　月7日）．早稲田には三神紀念コート4面が設け

　られた．

・東京高商は満鮮遠征に出る（7月一8月）。

・神田の高商コートでOB大会開かる（8月30－
　31日）．これ関東における最初のオープン大会で

後年，東日トーナメント，さらに毎日トーナメン

　トと発展した。

・清水善造が全英庭球選手権（6月22日一7月7

　日，ウィンブルドン大会）に出場し，決勝戦まで

　進みチルデンに惜敗この試合で相手が転倒した
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　とき，ゆるい球を送って好評受けた美談を残した．

・第7回オリンピック大会（アントワープ，8月15

　日一29日）にテニスでは熊谷，柏尾が出場し，

　単，複に銀メダルを獲得す．

・慶応テニス部は上海に遠征（7月一9月）．

・東京高商は硬式採用を決定し，軟式廃止記念を兼

　ね蒲田新設コート開きを挙行（9月26日）した，

　これに続いて高師，早大も同調したので全国各大

学高専の多くが硬式採用に傾き，日本で真の意味

　の硬式化はこの年からであった．

・全国硬式テニス大会（大阪朝日主催）が大阪・一

　ンテニス豊中コートで行なわれた（11月23－25

　日）、これが日本での硬式大会の始めである．

・デ杯戦に日本初めて参加，熊谷，清水，柏尾選手

の活躍でインド，オーストラリアを破り，デ杯保

持国アメリカに挑戦して敗れた．（柏尾はマネー

　ジャーをつとめノン・プレーであった．）

・清水選手はデ杯戦への途次ウィンブルドン大会に

参加し，イギリスのラィセットやスペィンのア。

　ンゾと戦った際，態度の立派さで再度評判を高か

　らしめた．

・第5回極東選手権競技大会（5月，上海）に奥村，

田中，浅野，北川，三上参加・熊谷，清水，柏尾

など留守中のため比国に敗れた．

・東京商大対神戸高商戦（11月12日，蒲田商大コ

ートにて），東京敗る．

・清水選手帰朝歓迎試合が各地で行なわる．東京帝

大コート（11月5日），大阪豊中コート（11月
15日），芝浦，名古屋庭球揚など．

・摂政宮殿下，各宮殿下台覧試合（12月17日，宮

城内千代田倶楽部コート，木島，安部，鳥羽，太

田，岡本，原田，木村，清水出揚）．

・日本テニス界の硬式化が進み，日本庭球協会設立

準備進捗に対し・軟球方面では東京軟球協会設立

の計画を進めていた・当時軟式に踏み止まってい

たのは，東京医専，東洋大，国学院，中央大など

で，倶楽部としては1金門，庚申，臨水，目黒，
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大崎，芝浦ST，鉄道省，東洋紡績の8倶楽部な

　どがあった．

・関東女学校庭球大会が，時事新報の主催で，学習

院女学部コートで開かれた。この頃女学校選手の

試合出揚には各方面から賛否両論があって，この

開催には非常な苦心と努力を要した，しかし学習

院のコートを会揚に選んだことが出場校や選手の

父兄に安心感を与え，決定，参加に支障を来さな

かった．

・日本庭球協会創立，朝吹常吉氏会長となる（3月

11日），

・東京，神戸両商大戦（4月8，9日）・

・関西専門学校対校戦（4月一6月），

・熊谷選手帰朝歓迎試合（4月22日・四谷慶応病

院コート），

・摂政宮台覧，熊谷選手招待試合（5月6日，新宿

　御苑コート），

・東京ローンテニス倶楽部のオープントーナメント

　戦（6月5日）・

・カリフォルニア大学選手ベーツ，コンラット，ウ

　ィルソン，ゼンソンの4氏来朝し各大学と試合

　（5月一6月）・

・関西夏季トーナメント（7月16日，豊中コー
　ト），

・満鉄招待遠征（針重監督以下15名，8月）。

・日本庭球協会主催第1回全日本男子選手権大会

　（東京帝大コート，9月9日一15日）、

・東都大学専門学校大会（東都カレッジ戦，9月）・

・柏尾選手帰朝歓迎大会（9月23日，神戸高商コ

　ート）．

・KSカソプ東西対抗戦（第1回，10月29日鳴尾

　コート，KSは熊谷，清水の頭文字で両氏の功労

　紀念の意）・

・関西カレッジ・トーナメント（11月）．

・第1回関東女子トーナメント大会（11月18，9

　日，竹早第二高女コート，これが女子最初の硬式

　大会で，この時学習院の柳谷が自由学院の羽仁説
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子を破って優勝した，

・硬式採用，日本庭球協会設立，国際試合参加，そ

の選手達の帰朝などでこの年の庭球界は突如花盛

　りの観を呈した．

・福田選手デ杯戦出揚送別試合（3月25日，早大
　コート），

・第6回極東選手権競技会（5月，大阪築港コート）

　に鳥羽，原田，安部，川妻選手出場し優勝す．こ

の大会で女子オープン試合に金田，田村，梶川，

戸田が出揚．

・女子選手久遍宮家からの招待試合（6月10日，

渋谷久酒宮邸内コート）．

・第2回関東女子大会（4月9，14，15日）が東京

　・一ンテニス倶楽部コートで開催（羽仁説子，田

村富美子，三井栄子，ストレラー，ボサンピアな

　ど出場し，観客にも名士が顔を並ぺ，甚だ華かで

あった）．

・第1回関西女子大会（4月21日一23日，中山
の片岡コート）．

・東西女子庭球対抗大会（4月30日，東京・一ン

テニス倶楽部にて）。

・清水，柏尾，福田選手デ杯戦に参加，アメリカ・

ゾーンの決勝戦にてオーストラリアに敗れた（8

月9日より3日間，シカゴにて）．

・東京軟球協会が結成され（3月），その第一回大

会が鉄道省コートで開かれた（8月25，6日）．

・東京軟球協会は日本軟球協会と改称し，第二回大

会を帝大コートで開催（8月29，30日）・

・9月1日の大震災でスポーツの衰微を憂慮された

が，体力養成の必要のため却って奨励される傾向

となった，またアメリカのテニス界や在留の日本

選手から震災被害救済の資金が日本庭球協会に託

送された．

・ワイトマン・カップ（Wightman　Cup）試合が

英米間で始められた。

・第二回全日本男子選手権大会（11月19日より，

大阪豊中，築港両コート）．
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・日本庭球協会で優秀選手ランキングをはじめて発

　表（1月）．単は原田（慶），鳥羽（神高商），太

　田（東高師），真田（神高商），俵（三高），複は，

　安部・川妻（早），原田・青木（慶応），吉田・小

　林（関学），鳥羽・鷲見（桜），請川・ハナ川（早）

　の順．

・早慶第1回戦庭球（4月26，7日，大森慶応コー

　トにて）．

・第4回関東学生トーナメント（5月7日）・

・第1回全日本女子硬球選手権大会（5月30日よ

　り，東京・一ンテニス倶楽部にて）．

・第8回オリンピック大会（パリー）に，テニス選

　手4名（原田，福田，岡本，本田一太田急病のた

　め本田代わる，7月5日一13日）、

・デ杯戦に清水，福田，岡本，原田出揚，オースト

　ラリアに敗退（カナダのモントリオール，8月）。

第1回軟式東西対抗（10月17－18日，大阪宝塚
　コート）．

・第1回明治神宮体育大会の種目に軟式庭球なし，

　軟式人を激怒させた，

・第3回全日本男子選手権大会（9月7日より慶
　応，早大コート）。

・全日本中等学校軟式大会第1回を8月16，7日両

　日，東京高師コートで開催した（翌年の第2回は

　文部省後援となり，第3回からは女子部も設けら

　れた）．

・この年，日本の第一線選手原田，福田，清水など

　は年頭よリアメリカにて研究練習し，アメリカ国

　内の各種試合に出揚して活躍していた．

・3月21日より大阪毎日主催トーナメント大会
　（豊中，神崎川コート），単128人，複51組参加。

・3月21日，第3回女子トーナメント（神崎川コ

　ート），単17，複7組参加。

・4月，大阪毎日の招待でアメリカのキンゼー兄弟

　とスノソドグラスの3選手来軌各地で模範試

　合．4月5，6，7日浜寺コート，9日名古屋，10日

　新宿御苑にて摂政宮台覧試合，11日一14日慶応
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　コートなど．

・4月18日，関東女子硬式大会（東京ローンテニ

　ス倶楽部），単14名，複6組参加．

・5月1日より，第5回関東学生大会（早大その他

　コート使用），チョップの日本の元祖といわれた

　明大の横山が単に優勝．

・5月6日より，関西学生大会，

・5月16日より第7回極東選手権競技会（マニ
　ラ）・鳥羽，太田，吉田，小林ならぴに女子の戸

　田，藤本と岡田四郎監督，男女とも日本優勝．

・5月23日より第1回関東男子選手権大会（早慶
　両コート）．

・7月13日一19日，第4回関西男子大会（豊中

　コート）．参加者83名，複34組，大阪高商卒で

　安宅商会にいた三木断然強く優勝．

・8月13日一15日，デ杯戦に原田，清水出揚，

　スペインを破る（バルチモアにて）．

・8月18日一21日，デ杯戦のアメリカ・ゾーン

　決勝に原田，清水，福田出揚し，オーストラリア

　に敗る。しかし原田はこのデ杯戦でスペインのア

　・ンゾとオーストラリアのパタソンの世界的2大

　プレーヤを堂々と倒し，一躍世界一流のレベルに

達したことを世に示し，氏のフォアの強打は熊

谷，清水を凌いでいた．

・8月30日一9月7日，第4回全日本男子選手権
　（大阪豊中，神崎川両コート），124人，複64組

参加

・9月14日，フォレストヒルの全米大会に，原田，

福田，岩崎，恩田の4選手出揚．

・9月19臥早慶戦8：1で早大勝す。

・10月3日，高師，商大戦は7＝2で商大勝つ．

・10月　11日，KSカップ戦．

・10月16臥第2回全日本女子大会（東京・一

　ンテニス倶楽部コート）・19人，複8組参加．

・10月20日より東日トーナメント大会（豊島園

コート）．単133人，複56組参加．

・11月11日より，明治神宮大会，男子，女子，
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ジュニアー別に行なう．

・明治神宮大会の軟式の女子参加校は112校・男子

は164校の多きを見た・（日本軟球協会は神宮ル

ールに反対して，大会不参加を決議した・）

・11月8日，大正12年春渡米した福田雅之助氏
は，3ヵ年の在米生活を終え帰朝・この日庭球協

会の歓迎試会が早大コートで催され，氏のイース

タン・グリップの紹介は大きな波紋を与えた，

・軟式の第2回東西対抗が東京京華中学で行なわ

れ，関東勝つ，

・4月25日，関東インカレ（早慶帝大コート）・

単は早の相沢，複は早の安部・川尻組優勝・

・4月30日関東女子大会，18人，10組参加，朝

吹夫人活躍・

・5月24日第2回関東男子大会（早慶立教高師各

　コート，124人，複55組参加）・

・第5回関西男子大会（7月11日より，針重氏

　“日本の庭球”では4月下旬とある．神崎川，豊

　中コート）

・6月11日一13日デ杯戦に，原田，俵，清水，

　鳥羽が選ばれ，まずメキシコを4：1で破る（メ

　キシコ市にて）・

・6月25日一27日，デ杯戦でフィリビンを5：0
　で破る（金門公園キーザーコート）．

・8月19日一21日，デ杯戦，キューバを5：0で
　破る（カナダのモントリオル）・

・8月26日一28日，デ杯戦，フランスに，2：3
　で敗退す（ニューヨーク郊外フォレストヒルス）．

・8月28日一9月6日，第5回全日本選手権大会・

　参加者125人，複57組，早慶帝大各コート使用，

　太田優勝，複は麻生・相沢組．

・9月，在米中の原田，鳥羽，俵の3選手はフォレ

　ストヒルスの全米シングルス大会に出揚，

・9月18日，早慶戦，5：4で早の勝利（早大コー

　ト）．

・10月2，3日，高師商大定期戦，8：1で商大大勝

　す．
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・KSカップ戦，9月19日関西と九州で関西の勝

利（甲子園コート）．9月24日関西と関東で戦
い，関東辛勝す（浜寺コート）・

・10月11日，原田，俵選手の帰朝・摂政宮台覧試

合（新宿御苑），17日歓迎試合（大森コート）・

23，4日関西歓迎試合（浜寺）。

・11月，明治神宮競技，男，女，ジュニアー別に

行なう，

・7月29，30日，軟式協会主催の全日本選手権を

陸軍戸山学校にて．

・神宮ルールによる第2回軟式明治神宮大会，男子

208人，161組，女子33人，87組の参加・シ
　ングルスはこの時が最初であった。

・12月，日本軟球協会に対立して神宮ルールを承

認する「全日本軟式庭球連盟」が設立された．

・この年，原田武一は全米ナショナル順位で，チル

デン，ア・ンゾに次ぎ第3位，イギリスのマイヤ

ーズの世界ベストテンの第7位にランクされた．

・4月上旬，第6回大毎トーナメント．

・4月23日より，第7回関東学生大会，早，帝大，

高師，学習院コート。

・4月末，大阪・一ンテニス倶楽部10周年大会・

・5月1日，関東女子大会・

・5月5日より，第1回朝日招待トーナメント（大

森コート）．

・5月28日一6月8日，第3回関東男子大会（早
慶コート）．

・7月22日一27日，第6回関西男子大会（甲子
園，浜寺，神崎川），

・8月28日より，第8回極東大会に，相沢，佐藤

（俵），松浦，井上出場，中国に惨敗す（上海）．

第一線選手はデ杯戦で留守のため．

・7月～8月，デ杯戦，4：1でメキシコを破り（セ

ントルイス），カナダを3：2で破る（モントリオ

ール）。これで日本はアメリカ・ゾーンに優勝．

8月25日より欧州ゾーン代表フランスと対戦

（ボストン郊外・ングウッド），5；0で惨敗した．
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1928（昭和3年）

この時の選手は，太田，三木，原田，鳥羽であっ

た．

・10月15日，第4回全日本女子大会（慶大コー
　ト），ハワイから遠征して来た森分嬢が常勝黒井

を破って優勝した．

・10月16日，太田，三木両選手帰朝歓迎試合（大

森慶大コート）．

・10月22日より，大阪毎日の招待で来日したアメ

　リカのリチャーズ各地で模範試合イースタン・

　グリップ，ボレー，ネソトプレー，スライスなど

の妙技に貢献するところ多し，各宮殿下の台覧試

合も行なわれた．

・11月，神宮競技大会・

・11月15日，全日本男子選手権決勝（浜寺）．

・昭和2年のランキングは3年1月5日発表され’

た，安部，石井，青木，三木，牧野の順，

・軟式界では，日本軟球協会と全日本軟式庭球聯盟

の対立があり，この両者主催の全日本選手権大会

が，同一期日の8月27，8日，前者は戸山学校，

後者は本郷帝大コートで同時に行なわれた・

・また全国中等学校大会も，両者主催のものが8月

　6日からと8月14日から開催され，選手は平然

　とそのいずれにも出揚するという状態だった。

・第4回神宮競技の軟庭試合も明治神宮体育軟式庭

球競技規則（俗に神宮ルール）で盛大に行なわれ

　た．

・この年，合衆国では職業・一ンテニス協会が結成

　され，テニスのプ・が誕生し，同じ頃ヨーロッパ

　にもプロができた，

・イギリスでは縫目のない硬球ができた．

・日本でスポーツ放送が行なわれ初めたのもこの年

　の8月13日であった・
・春早いうちに，大毎トーナメント，春の早慶戦，

　デ杯出場のため日本に立寄った中国の林・江選手

　を迎えての歓迎試合が行なわれた・

・4月28日，関東インカレ（各校コート）では商

　大の牧野，複は慶応の志村・山岸組が優勝した，
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・5月に入り，関東，関西両支部選手権大会が，女

　子も交えて行なわれた。

・デ杯戦には安部，太田，鳥羽選手が出場，4月28

　日よりの対キューバ戦（ハバナにて）は510で

快勝・5月25日よ、り対カナダ戦（モントリオー

　ル）は3：1で勝ち，続いてシカゴで開かれた対

　アメリカ戦では0；5で敗れた．モントリオール

からシカゴヘと一昼夜の汽車旅行での急行はアメ

　リカの横暴で充分休養ができなかったのも敗因の

　一つであった．

・6月7日より，朝日招待大会（大森コート）は，

　あらかじめ選抜された単16，複8組で，またミ

　ックスダブルスも行なわれた・

・7月12日，第1回東西学生対抗（浜寺）は5：4

で関東の勝ち・

・高校大会では東京商大が優勝・

・慶応の6選手が天津，北京方面の北支へ遠征，全

勝した．

・8月には，第1回全日本ジュニアー選手権（浜
寺）．

・女子選手権は豊中コートにて．

・9月1日一11日，第7回全日本選手権（上井草，

大森両コート）．

・9月16，7日，秋の早慶戦・

この秋，商帝戦，同志社対立教，法政対関大，名

古屋では山階宮杯卜一ナメントやKS杯争奪東西

対抗戦が行なわれた，

・10月15日，第10回東日トーナメントは男子，

少年，老人に分れて戦った．

・10月17日，清水，鳥羽選手帰朝歓迎試合が大森

コートにて．

・11月下旬，関東OB対学生の大会が開かれ，OB

では清水，俵，福田，青木等も出揚したが現役に

大敗した．しかし商大OB清水が学生No．1の

牧野（商大）を破ったのは流石であった，

この年のランキングは，牧野，佐藤（俵），喜多

山，鴨打，佐藤（次）の順であった．



84　　一橋大学研究年報　自然科学研究　13

1929（昭和4年）

・軟球界では，二派に分れて対立していた軟球協会

と軟庭連盟との協定が成立しr日本軟球連盟」な

る統一団体が4月7日に発足した，

・7月8，9日，第1回全国大学高専選手権大会（早

大コート）．

・8月12，13日，全日本中等学校大会（戸山学校）・

・10月1，2日，全日本選手権大会（前年は二つの

全日本が行なわれた）が統一されて，戸山学校で

権威あるものとして行なわれた，

・10月17，18日，第4回東西対抗戦（名古屋七本

松コート），単は関東，複は関西が勝った，

・4月27日，第1回宝塚招待トーナメント（この

年から始まる）．

・デ杯戦には，安部，太田，恩田選手が出場・第1

回は不戦勝，アメリカ組とワシントンで戦い（5

月23－25日），太田がバンラインに一勝したのみ

で4敗した．

・7月14日，第1回東海大会（名古屋，七本松）・

・8月18日，協会主催で第1回全日本学生選手権
大会（上井草，早大コート，本年より），

・10月16日，協会の招待でフランスのコシェ，ブ

ルニョン，ランドリー，・一デルが来臥三年町

の4000人を容れる新設コートで秩父宮以下各宮

殿下台覧で模範試合・10月20日よりは関西（甲

子園）で日仏対抗戦を催した。

・6月28日，デビス氏がヒリピン総督として赴任

の途上日本に立寄り，歓迎を受けた・

・第6回明治神宮大会には国産の硬球を使用した，

・その他恒例の大会，対抗戦，定期戦は各地で盛大

に実施された．

・この年の硬式ランクは，原田（武），佐藤（俵），

佐藤（次），布井，原田（直）の順であった。

・軟式界も従来のものはそのまま続けられた・

・8月17，8日東西対抗戦は本年より中部を加えて

行なった（戸山学校）。

・明治神宮大会は，一般男子は府県対抗となり37

県が参加した．女子はオープンで参加者は単89，
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複130組で盛観を呈し，技偏も大いに進歩した・

一般男子と別に中等学校の部が加えられ，参加校

72，シングルス65人であった．

・この年のデ杯戦は，太田，安部，佐藤（俵）の3

選手で，日本は欧州ゾーンに参加した・その理由

は試合が多くて興味がある二と，欧州に日本のテ

ニスを知らせたいということであった．

　1回戦は対ハンガリー，5月2日から（ブタペス

　ト）4；0で勝つ，

　2回戦，対インド（ロンドンにて），5月8日よ

　り4：0で勝つ，

　3回戦は対スペイン，6月7日より（バルセロ
ナ）牛1で勝つ。

　4回戦対チェコ，6月14日より（プラーグ）

3：2で勝ち進み，ゾーン決勝はイタリアと7月

13日より3日間ゼノアで戦ったが，2：3で惜敗
　した．

・デ杯戦の間にデ杯各選手およぴ三木選手らは，ウ

　ィンブルドン大会や各地の試合に出湯

・2月から3月にかけては，佐藤（次），布井選手

がヒリピン，ハワイに遠征。

・5月24日よりの極東大会（東京）に，佐藤（次），

布井，山岸，志村選手が出揚して優勝，

・7月一8月，明大テニス部員が中支，南支，ヒリ

ピン遠征。

・4月7日，太田，安部の帰朝，

・1月17日，原田，佐藤（俵）選手の帰朝歓迎試

合を東京，大阪で行なう，

・軟式では極東大会のエキジビシ日ン・ゲームとし

て，軟球の試合がプ・グラムに加えられた．

・1月24日，全日本学生庭球連盟設立，

・デ杯戦選手として佐藤（俵），佐藤（次），川地が

出掛対ユーゴスラビヤと5月9日より3日間
（ザクレブ市）戦い，5：0で快勝．6月2日より

の対エジプト戦はパリーにて，これまた5：0で

快勝・6月12日よリイギリスとデボンシャーバ

ークコートで行ない，015で惨敗した．
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1932（昭和7年）

・1月，年頭早くもマニラで行なわれた比島選手権

に山岸，志村が出揚し，単（志村）複ともに優

勝
・3月27日からのハワイ，ミッドパシフィック大

会には，桑原，秋元が出場・複で決勝まで進出し

て敗れた．

・6月，慶応庭球部がカナダ大学庭球選手10名を

招待．

・10月24，5日，第1回学生東西対抗庭球大会（早

大コート）．

・11月23日，アメリカのウィルス・ムーディ夫人

（世界女子庭球の第一人者）来日，歓迎試合・

・この年，アメリカのチルデンはプロテニス入り，

マディソン・スクエア・ガーデンでの氏のデヒ㌧

一には観衆13，600人，入揚料は36，000ドルに

達した，

・軟庭界では，新旧規則の問題をめぐって，再び混

乱を起こしはじめた．

・この年のデ杯選手は，三木，佐藤（次），桑原，

　5月よリギリシア，デンマークをともに5＝0で

敗ったが，7月ミラノでの対イタリア戦は3：2

で惜敗

・1月一2月，原田，布井の豪州遠征．

・11月一翌1月，佐藤（俵），川地，三木選手，イ

　ンドに遠征し，全勝した。

・軟球界混迷の年，旧規則への還元を決議したr日

本軟球連盟」と，神宮ルール支持派の「日本軟球

連盟」は同じ団体名を用いて対立し，関東学生連

盟の一部からは別にまた一団体を結成し，大阪の

鳥山隆夫は準硬球なるものを考案して独自の立揚

を声明し，各団体は使用球を，丸菱ボール，赤M

ボール，角一ボールと別々に推し，．軟庭界の南北

朝，否四分五裂さながら戦国時代の様相を呈し

た．この惨状を見かねて秋頃から歩み寄りの斡旋

に努力する人達が現われた．

・この間にも，恒例の大会は両連盟によって何とか

実施された・しかし全日本選手権には関西からの
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　出揚はほとんどなかった．

・デ杯戦に三木，佐藤（次），布井，伊藤選ばれ，5

　月5日よりハンガリー，アイルランド，ドイツを

　それぞれの国の会場で快調に楽勝し，6月17日

　より対オーストラリアと戦い（パリー），3：2で

　惜敗した．

・6月26日からのウィンブルドン大会に佐藤（次）

　は7位にシードされて出場，世界の強豪4人を破

　った後，準々決勝でイギリスの第一人者オースチ

　ンを破って観衆を驚かし，準決勝でクロフォード

　（豪）に敗れた，またこの時，複で布井と組み決

勝まで進んだが，ボ・トラ，ブルニヨン組（仏）

　に敗れた。この健闘で日本のダブルスも世界一流

　に伍し，日本庭球の強さを世界中に鳴り響かせ

　た，

・佐藤（次）はこの年，庭球界の権威として有名

な，ワーレス・マイヤーズのランキングに第3位

　として発表された，Lクロフォード（豪）2．

ペリー（英）3、佐藤（日）4。オースチン（英）

5・バインズ（米）6，コシェ（仏）7．ルーノレ

ズ（米）8・ウッド（米）9，クラム（独）10．

　ストーフェン（米）．

・11月，イギリスー流の女流選手，ド・シー・ラ

　ウンド嬢とメリー・ヒーリー嬢の二人がアメリカ

からの帰途日本に立寄り・関東，関西で歓迎試合

　を行なった．

・軟式では前年の混乱が何とか収拾され，1月25

　日に新統一団体「日本軟式庭球連盟」が成立し

た。そして軟庭界の大問題であった競技規則は，

規則委員会の審議検討により特に問題になってい

た交互サービス制は昭和8年限り廃止となって解

決した。

・1月12日，楠本，平井選手がヒリビン協会の招

待で出発した．

・デ杯選手として，三木，佐藤（次），布井，西村，

藤倉（二），山岸が推されたが，布井は辞退し，

佐藤次郎は遠征途上船からマラッカ海峡に投身自
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殺した（4月5日）．その死は日本のみならず，

世界テニス界にとっても大きな損失であった，

・デ杯戦，一回は不戦勝だったが，第2回戦でオー

ストラリアに敗退した，

・軟式では，前年混乱状態の解決をみたので，新た

な行事として伊勢神宮大会を開催することにし

た．これには日本の各地から各種の試合に1，664

人の参加を得て，8月4日から8日間，宇治山田

市の神宮皇学館運動場8面のコートで盛大に行な

われた，

・2月12日より，マニラのオールカマーズ・トー

ナメントに日本から吉岡，林の2人が参加，複は

決勝でオーストラリアに敗れた，

・デ杯には山岸，西村出場，5月3日からの対オラ

　ンダ戦には5：0で勝ったが，第二回戦対チェコ

戦（6月6日より，プラーグにて）には1：4で

敗れた。

・11月7日一18日までの全日本男子大会には，来

　日中のチェコのメンツェルとヘヒトが参加した．

全日本大会に外人が参加したのはこれが始めてで

　あった，

・1月27日，評議会において従来の「日本軟式庭

球連盟」なる名称から軟式を除いたr日本庭球連

盟」と改称した・硬式の方は「日本庭球協会」で

　ある．

　8月3，4日に内地対全京城の試合が行なわれ，内

地軍は惨敗した．

・第8回明治神宮大会は全日本選手権も兼ねて（恒

例）行なわれ，OBは第1種40歳以上，第2種

45歳以上と区別したが，第2種の選手は，第1

種にも参加できるというものであった、

・デ杯戦には不参加（会長欠員にて募金困難，選手

　不足などの理由）．

・10月，アメリカのプロ選手チルデン，バインズ，

　シャープ嬢の3人が読売新聞社の招待で来日，チ

　ルデンの庭球王としての円熟した技禰，バインズ

　の正統的テニス，世界一の実九殺人的サーブ，
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スピードなど田園コート，甲子園に連日満員のな

かで素晴しい演技を見せてくれた．

・軟式界もチルデンなどの来日に際して日本の軟庭

を紹介するため，10月27日田園調布読売コート

で5組ずつの東西対抗を挙行した。

・2月，男女4選手がフィリピンに遠征（竜田，長

谷川，松平直子，山岸久子），女子は複で優勝

・デ杯は北米ゾーンに，山岸，西村，中野選手出揚

　したが，第1回戦でアメリカに5＝0で敗れた．

・10月～11月，ドイツのデ杯選手，クラム，ヘン

ケル，ホルン嬢来日・スポーツ外交の意味が深か

　った．

・片山杯倶楽部対抗戦が創始された・片山直方氏の

熱と努力により，甲子園に100面のアンツーカ

ーコートに1万人収容のセンターコートが10月

24日完成した。

・軟式では全日本選手権を神宮大会と切り離して，

　8月22日戸山学校で開いた，

・2月6日，松本，鶴田選手はマニラ遠征に出発，

複で優勝した，

・デ杯戦には山岸，中野，倉光が安部監督と参加・

　7月28日からの対カナダ戦は5：0で快勝した。

8月12日から，第2回戦はカナダに2：3で敗
れ．た（モントリオールのマウントローヤル・クラ
ブ）。

・7月9日，原料のゴム使用禁止令が出て，ボール

の製造に支障を来たしたが，秋に硬軟共にO・75ト

ンの生ゴム使用，2，625ダースの製造が許可され，

配給制となった。

・軟式では統制団体であるぺき連盟が，厚生，文

部，商工各省から統制団体として認められていな

かったので，ボール問題にも発言権なく，至急組

織の改善，機構の強化をはからざるを得ない事態

に直面した。

・デ杯戦への派遣中止（日華事変のため物資欠乏，

選手入隊など）．

・10月一11月，ユーゴスラビアのプンチェッツと
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1940（昭和15年）

1941（昭和16年）

ククェピッチ来日し，第18回全日本男子大会に

　も参加し，単ではプ選手が，また複でもユーゴ組

が優勝した．

・軟式では前年の事情もあり，5月26日大日本体

育協会に加盟し，「日本軟式庭球連盟」と改称し
た．

・12月23日，機関誌「庭球」を刊行．

・デ杯戦中止（第2次欧州大戦のため）。ボール供

給も僅少となり，テニス人の戦死者も出た。

・紀元2600年奉祝東亜競技大会が東京（6月5～

9日）と大阪（13－16日）で開かれ，テニスは

日満比戦で比のアンポン選手の活躍が目立った。

・3月，比島国際大会に小寺，木村，加茂純子，幸

子の4選手が参加，

・10月，ドイツのヘンケル，ギースとプルンク監

督を迎え，日独交歓試合を行なった（田園10月

17－21日，甲子園10月25－27日）・

・12月7日，日本庭球協会創立20周年記念会が丸

ノ内会館で催された。

・軟式でも東亜競技大会の東京大会（日比谷公園コ

ート，6月8，9日），関西大会（彊原神宮コート，

　6月15日）を開催．

・伊勢神宮大会（8月4－7日，皇学館コート）．

・第11回明治神宮国民体育大会には北支，蒙彊も

参加した，

・6月14日に神戸を出帆した遣独日本チーム選手

　（隈丸，藤倉（五），三木監督）は独ソ開戦のた

め，ドイツ行きを中止し，日満交歓試合を行なっ

て帰京した．

・第12回明治神宮大会（10月31より，田園コー

　ト）から審判用語は純日本式となった（15対零，

40対30，甲勝越の如く）・

・軟式では，1月17日，連盟規約を改正。

・全国的な大会も制限された。

・スポーツ界も戦時型となり，敵性用語全廃で，軟

式でも「スリー・ワン」は「3対1」と称えるよ

　うになった，
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1942（昭和17年）

1943（昭和18年）

1944～45（昭和19－20）

1945（昭和20年）

1946（昭和21年）

1947（昭和22年）

・ボールの配給が少くなり（年3回7000打）充分

　な活動ができなくなった．

・9月に臨時総会を開きr日本庭球協会」の解散を

　決議するに至った．

・軟式においても，戦時体制に統制され，大日本体

　育会の傘下団体の「軟式庭球部会」となった．

・試合も，満州建国十周年慶祝東亜大会，第5回伊

　勢神宮奉納大会，明治神宮国民錬成大会という形

　で行なわれた．

・ボールの支給は前年の約半数（3，618ダース）と

　なり，選手，学生の多くが入隊し，戦死した名選

　手もあった。

・10月9日，東京庭球大会はかろうじて開催され

　た（田園コート）．

・軟式の機関誌「庭球」も1月を終刊号として，

　「体育日本」に統合された．

・テニスコートは次ぎ次ぎと戦時農園として耕され

　て行った．

・全くの空白時代，戦時耐乏の生活であった．

・デビス氏死亡（66歳）．‘ρ

・11月10日，日本庭球協会復活（会長，勝田永
　吉）。

・第15回全日本学生大会（7月20日から，中百
　舌コート）．

・10月12日・第22回全日本男子大会（田園コー
　ト）。

・4月12日から・関東学生大会（田園，早，立大

　コート）．

・5月12日から第22回関東男子大会（田園）．

・7月21日から第16回全日本学生大会（田園）．

・9月13日から第26回毎日トーナメント（田園，

　東伏見，目白東，早，明大各コート）．

，・10月10日から第23回全日本男子大会（甲子

　園コート）．

　以上の如く各大会が戦前と同様に開かれるよう

　になった．

・軟式も，この年の石川県での国民体育大会を中心
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1948（昭和23年）

1951（昭和26年）

1952（昭和27年）

1953（昭和28年）

1954（昭和29年）

に多くの大会が始められた、

・8月，マックァーサー元帥記念杯大会（都市対抗

で，高校男女，一般男女，壮年組に分れて，甲子

園コートにて）。

・軟式の天皇杯選手権大会（名古屋市久屋町新設コ

ート）．

・戦後デ杯戦に始めて出場，熊谷監督の下に隈丸，

中野，藤倉（五）の3選手，アメリカと7月20

　日より3日間，ケンタッキー州のルイピルにて，

5＝0にて敗れた，

・10月，朝日新聞の招きで，前年アメリカの覇者，

左利きのラーセンと18歳のリチャードソンが来

　日．

・1月25日よりカルカッタの全インド大会に，中

野，加茂（礼），宮城（淳）の3選手が出場し，

　その後各地で善戦した、

・7月25日より，デ杯戦北米ゾーンに隈丸，宮城，

中野出場．アメリカに5：0で敗れた（シンシナ

　ティのコートにて），

・1月，隈丸，木村，加茂幸子の3選手，パキスタ

　ンに遠征。

・3月，安部監督と高石，桜井の両少年はヒリピン

　のジュニア大会に招待されて参加。

・デ杯戦，北米ゾーンに出揚した宮城，加茂（公），

木村（監督山岸）は第1回戦に3度アメリカと当

　たり510で敗れた。

・7月24日，ヒリビンのジュニア選手ホセ，エリ

サルデ，デュンゴ，タ・一の4人がカルモナ監督

　と来日・中百舌コートでの全国高校大会に出揚

　し，単複とも比島選手が優勝した．

・2月，マニラの南アジア庭球大会に加茂幸子は一

　人で参加，単，複，混合複に快勝した，

・7月9日よりのデ杯戦に清水善造監督，宮城，加

茂（公）の2選手が出揚，対メキシコ戦で2：3

　で敗れた（メキシコ市，チャブルテペク・スポー

　ツセンター）．

・5月，ウィンブルドン大会に加茂幸子出揚，3回
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1955（昭和30年）

戦で借敗した．

・9月，世界的4選手，クレーマー，ゴンザレス，

セグラ，セッジマンが読売新聞社の招待で来日

　し，東京，大阪などで絶妙な快技を見せた．

・5月28日より，日本で最初のデ杯戦が田園クレ

ーコートで行なわれた。加茂，宮城出揚し，フィ

　リピンを3：2で破った，

●7月5日より・デ杯第二回戦はニューヨーク州ロ

ングアイランド，グレン・コーブのナッソー・ク

ラブで行なわれたが，410でオーストラリアに敗

れた，

（昭和46年2月17日　受理）




